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桃のヴィシソワーズ
●材料（2人分）
　ジャガイモ……… 中２個　　玉ねぎ…… 中1/2個
　オリーブオイル… 大さじ１　水………… 200cc
　牛乳（豆乳）…… 200cc　　桃ジャム… 大さじ4-5

●作り方
　①薄切りにした玉ねぎ、ジャガイモの順でオリーブオイルで炒める。
　②水と塩コショウ少々を加えて、野菜が柔らかくなるまで煮る。
　③粗熱が取れたら牛乳とジャムを加えてミキサーにかけ、塩コショウで
　　味を整え冷やす。

小笠原出身の名取春仙の役者絵版画を中心に、現代作家の
作品も多数所蔵。パズルや版画など体験しながら学べる
コーナーもあるよ！

南アルプス市小笠原 1281 ／ TEL055-282-6600 ／
9：30～17：00 ／月曜、祝日の翌日休館／
入館料300円、大高生250円、中小生150円、未就学児無料

　東京で臨床心理士として仕事
をしながら、南アルプス市でワ
インを作っています。カウンセ
リングという、答えや形の見え
にくい仕事をしているので、「も
のづくり」という仕事への憧れ
がありました。そのなかでもワ
インに取り組むことにしたの
は、幸せな思い出のなかにワイ
ンがあったからです。

決め手は、土の性質でした
　縁もゆかりもない南アルプス
市に決めたのは、ここが乾いた
土地だったからです。ワイン用の

ブドウは水気のない土地がよく

育ちます。実際に畑の土を触っ

て、水を撒いて観察するというこ

とを、日本国中で試してみまし

た。その結果、白根が一番早く水

が土に染み込んだため、南アルプ

ス市に決めました。

　先達がたくさんいて、ワインの

　

勉強に事欠かないということを

含めて、山梨に来て本当によかっ

たなと思っています。

ワインの魅力は味だけにあ
らず、人にもあり！
　ワインも「ものづくり」なの
で、科学の知識で良いものが作
れてしまいます。しかし、人との
物語が添えられることで、さら
に美味しく感じるのではないか
と思います。
　ワインの名称にブドウ栽培家
の名前を入れることは、その例
の一つです。それによって、栽培
家の生きた証しが受け継がれる
　

渋谷 英雄さん移住者
interview

南アルプス市立美術館

◆居住履歴

東京生まれ → 大阪 → 沖縄 →
  ＼南アルプス市／ 
東京と山梨を行き来しながら、ワ
イナリー「ドメーヌヒデ」を営む。

料理監修 : Chizuru Aoki

ワインが結んでくれた縁

ぜひワインで
素敵な思い出を！

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

ことになりますから、作り手の
思い入れはより深くなります。
作り手の思い入れが伝わること
で、売り手も大切に売り、買う方
　

も丁寧に買って飲んでくれる。
そんな、人の思いの好循環が、ワ

インを通して起これば嬉しいで

す。人生の喜怒哀楽に寄り添うワ

インを、地元の栽培家の方々と一

緒に作っていきたいです。
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　南アルプスに大勢の登山者が訪れる季節になりました。
　登山者にとって山小屋は、休息に使ったり宿泊したりと、ほっと一息つける大切な場所です。そんな山小屋での
温かい食事のひとときは、登山者の思い出のひとつになるものではないでしょうか。
　今回は、南アルプス国立公園内にある山小屋の中で、市が関係している山小屋の食事を紹介します。山小屋ごと
に特徴ある食事をご覧ください。

　山頂まで40分、北岳山頂に最も近い標高3,000ｍに
位置するこの小屋では富士山、秩父連峰、八ヶ岳、
甲斐駒ヶ岳、北アルプス、中央アルプスなどの名峰
を360度見られる見事な眺望が満喫できます。
　食材は山梨県産にこだわってお米は梨北米、お味噌汁
は甲州味噌、愛情込めて作っています。軽食メニューは
カレーにラーメン、うどん、おでん、ドリンク各種に
手作りおしるこも人気です。お立ち寄りの際は是非
どうぞ。

Mountain hut No.1

　北岳と中白峰の鞍部、標高2,900ｍにある
山小屋です。７月中旬以後、客室からは富士
山の左方から上る日の出が望めます。また、
夏山シーズン中は、昭和大学医学部の診療所
が開設されます。
　食事は、近年登山者の平均年齢が高くなっ
ているため、魚をメインに提供しています。
手作りによる煮物などの提供により、安全と
感謝を伝えられるよう努めています。

Mountain hut No.2

　北岳の中腹、標高2,200ｍの白根御池の畔にある山小屋
です。北岳登山の中継地として、登山者のみなさんがゆっ
くりお休みいただける環境を整備し、安全に登山が出来
るよう努めています。
　夕食は重箱を使用し、「鶏肉のから揚げ黒酢あんかけ」を
メインに、野菜の多い内容です。また、お米は１軒の農家
から直接購入し、ヘリコプターによる荷上げの日にあわせ
て精米してもらっています。朝食は焼き魚をメインとした
純和風のメニューで、昨年からは納豆も追加しました。

両俣小屋両俣小屋両俣小屋両俣小屋
Mountain hut No.4

　山梨県、長野県、静岡県の３県境の近く、野呂川の最上
流標高2,000ｍにあります。電波が届かないので電話は
通じません。電気は発電機、水は沢の水を引いており、昔
懐かしい生活がここにはあります。不便な事、危ない事
もありますが、人の多い社会で暮らして疲れた時は、こん
な不便な所で過ごしてみるのもいいかも知れません。
　山の中なので、食材が豊富にあるわけではありま
せん。限られた食材で美味しく温かい食べ物を出来る
だけ作りたての状態で提供するように心がけています。

白根御池小屋白根御池小屋白根御池小屋白根御池小屋
Mountain hut No.3

　北沢峠の東に立つ山小屋（旧北沢駒仙小屋）で、
2012年にリニューアルオープンし、山小屋名を
2006年まで使われていた長衛小屋に戻しました。
新しい小屋にはシャワールームや、登山装備の
乾燥コーナーなどが設置されています。
　夕食のメインはフジザクラポークです。朝食は、
繁忙日はお弁当での提供となっており、おにぎり
のセットかパンのセット２種類から選んでいただ
きます。お米は武川米を使用しています。

Mountain hut No.5

南アルプス
山小屋ガイド

北岳 肩の小屋北岳 肩の小屋北岳 肩の小屋北岳 肩の小屋
標高3,000m

標高2,200m

標高2,000m

北岳山荘北岳山荘北岳山荘北岳山荘
標高2,900m

長衛小屋長衛小屋長衛小屋長衛小屋
標高1,980m

　芦安駐車場からバスで約1時間、高い山、深い杜を
肌で感じる核心地域(コアゾーン)に佇む山小屋です。
　山と杜、里と街の間で登山者だけでなく、観光の方
も訪れやすく、「杜のレストラン」として手作りの料理
を地産地消で提供、南アルプス産の野菜やフルーツをは
じめ、甲州ワインビーフ、クリスタルポークなど山梨
県産の食材も数多く扱っています。
　山、杜、川、そして食をご堪能ください。

Mountain hut No.6

広河原山荘広河原山荘広河原山荘広河原山荘
標高1,500m

北岳 肩の小屋No.1

北岳山荘No.2

6月中旬～10月31日
（H29は9月24日まで）

090-4529-4947150人収容人数 6月中旬～11月初旬営業期間 TEL

広河原山荘No.6 090-2677-082880人収容人数 6月中旬～11月初旬営業期間 TEL

白根御池小屋No.3 090-3201-7683150人収容人数 6月中旬～11月初旬営業期間 TEL

両俣小屋No.4 090-4529-4947（北岳山荘経由）30人収容人数 営業期間 TEL

4月下旬～5月上旬
6月中旬～11月上旬長衛小屋No.5 090-2227-036056人収容人数 営業期間 TEL

090-4606-0068150人収容人数 6月中旬～11月初旬営業期間 TEL

食事編食事編

食事編食事編

各 山 小 屋 へ の お 問 合 せ

澄んだ空気を胸いっぱいに吸い込んだら、次はお腹もいっぱいに！

※ 紹介文は、各山小屋から寄せられたものです。登山の際は、気象などの条件を十分調べ、無理のない計画と万全な準備をしてください。     23 
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・南アルプス市外からの持ち込みはできません。
　市内に在住していることを証明できるもの（運転免許証等）を提示していただきます。
・市指定ごみ袋に入る可燃ごみ（生ごみ・衣類を含む）は出せません。
・太さ5㎝以上の樹木は出せません。
・持ち込めるものは、一般家庭から出たものに限ります。 （建築廃材や事業系のごみは持ち込めません！）
・資源物に付いている汚れは落としてください
・あらかじめ正しく分別し、降ろしやすいように積載してください。
・センター職員の指示に従ってください。

これまで、粗大ごみとして畳・農機具を取り扱ってきましたが、８月から粗大ごみ収集および資源回収センター
では畳および農機具（刈払機以外）の引取りを行ないません。
畳や農機具（刈払機以外）を処分する際には専門業者などに依頼し、適正な処理を行なってください。
※刈払機は有料ごみとして収集しています。（1,500円／台）

　資源の有効活用とごみ減量化を目的とした「中部資源回収センター」が櫛形地区
に開設されます。資源回収センターは資源物を回収する施設で、市では平成25年度
から、北部資源回収センターおよび南部資源回収センターを運用しています。

櫛形北小

滝 

沢 

川

野球場 陸上競技場櫛形
総合公園

櫛形スポーツ公園通り

資源回収センター
櫛形会場粗大ごみ集積所

曲輪田入口

上宮地入口

所在地 南アルプス市桃園837-1番地開設日 毎週 土・日・月・火曜日
※12月25日（月）～翌年1月12日（金）は休止

（北部および南部資源回収センターの開設日は毎週木・金・
  土・日曜日で、開設日が異なりますのでご注意ください。）

利用上の注意

開設時間 9時 ～12時 ・13時 ～16時
（12時～13時は昼休み）

受入品目 ■資源　かん（アルミ缶・スチール缶）、
　　　　びん（無色・茶色・その他色）、
　　　　ペットボトル、その他プラスチック、
　　　　古紙類（新聞紙・広告・雑誌・
　　　　ダンボール・紙パック・その他紙）、蛍光灯、電池、食用油、小型家電
■粗大ごみ
■有料ごみ（タイヤ・マッサージチェア・刈払機・大型楽器・温水器・浴槽）【要事前申請】
■不燃ごみ

※写真は北部資源回収センターです

中部資源回収センターが
8月26日（土）に
オープンします！

お問合せ／環境課  ☎282-6097お問合せ／防災危機管理室  ☎282-6494

『畳』・『農機具』（刈払機以外）の受入を中止します！！
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対
策
は
、十
分
で
す
か
？

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
、『
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
』を
取
っ
た
後
、

隣
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
速
や
か
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
日
頃
か
ら
安
全
対
策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

南アルプス市総合防災訓練
家族や近所の方の安否確認、情報伝達、安全な避難経路の確認など、
いざというときのために訓練しておきましょう。

家庭で、地域で、
備える…

家庭で、地域で、
備える…

●
家
屋
の
耐
震
化

●
家
具
の
転
倒
防
止

●
７
日
分
の
水
と
食
糧
の
備
蓄

●
簡
易
ト
イ
レ
の
準
備

9月 3日（日）
午前８時～10時［小雨決行］

日　時

       ８時
　   直下型地震発生（想定）
　   防災無線のサイレンにより、住民が避難開始

       ８時15分頃
　   組長が中心となって組ごとの安否確認
　   自主防災会で安否を集計し、災害対策本部へ報告（各支所経由）

       10時頃
　   市災害対策本部は安否報告を集計　
　   被害の終息を確認
　   その後、自主防災会ごとに各種訓練

防災訓練当日の動き

地震
発生

地震発生時の初期活動

最初の揺れは約１～３分

1～3分

3～5分

10分～数時間

数時間～3日

避難生活

●身の安全を守る
（まず低く、頭を守り、動かない）

揺れが収まったら
●火の元の確認
●出口の確保
●家族の安全を確認
●靴を履く

●隣近所に声かけ
●近所に火が出ていたら初期消火

●協力して消火・救出活動
●正しい情報を確認
●避難に車を使わない
●避難の際はブロック塀、ガラス、
　がれきに注意

●壊れた家には戻らない
●水･食糧は蓄えているもので賄う
●自主防災会に協力

●秩序ある避難生活

余
震
に
注
意

STEP
1

STEP
1

STEP
2

STEP
2

STEP
3

STEP
3

STEP
4

STEP
4

STEP
5

STEP
5

5     4



・南アルプス市外からの持ち込みはできません。
　市内に在住していることを証明できるもの（運転免許証等）を提示していただきます。
・市指定ごみ袋に入る可燃ごみ（生ごみ・衣類を含む）は出せません。
・太さ5㎝以上の樹木は出せません。
・持ち込めるものは、一般家庭から出たものに限ります。 （建築廃材や事業系のごみは持ち込めません！）
・資源物に付いている汚れは落としてください
・あらかじめ正しく分別し、降ろしやすいように積載してください。
・センター職員の指示に従ってください。

これまで、粗大ごみとして畳・農機具を取り扱ってきましたが、８月から粗大ごみ収集および資源回収センター
では畳および農機具（刈払機以外）の引取りを行ないません。
畳や農機具（刈払機以外）を処分する際には専門業者などに依頼し、適正な処理を行なってください。
※刈払機は有料ごみとして収集しています。（1,500円／台）

　資源の有効活用とごみ減量化を目的とした「中部資源回収センター」が櫛形地区
に開設されます。資源回収センターは資源物を回収する施設で、市では平成25年度
から、北部資源回収センターおよび南部資源回収センターを運用しています。

櫛形北小

滝 

沢 

川

野球場 陸上競技場櫛形
総合公園

櫛形スポーツ公園通り

資源回収センター
櫛形会場粗大ごみ集積所

曲輪田入口

上宮地入口

所在地 南アルプス市桃園837-1番地開設日 毎週 土・日・月・火曜日
※12月25日（月）～翌年1月12日（金）は休止
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（12時～13時は昼休み）
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　　　　びん（無色・茶色・その他色）、
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　　　　ダンボール・紙パック・その他紙）、蛍光灯、電池、食用油、小型家電
■粗大ごみ
■有料ごみ（タイヤ・マッサージチェア・刈払機・大型楽器・温水器・浴槽）【要事前申請】
■不燃ごみ

※写真は北部資源回収センターです

中部資源回収センターが
8月26日（土）に
オープンします！

お問合せ／環境課  ☎282-6097お問合せ／防災危機管理室  ☎282-6494

『畳』・『農機具』（刈払機以外）の受入を中止します！！
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守
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　   直下型地震発生（想定）
　   防災無線のサイレンにより、住民が避難開始

       ８時15分頃
　   組長が中心となって組ごとの安否確認
　   自主防災会で安否を集計し、災害対策本部へ報告（各支所経由）

       10時頃
　   市災害対策本部は安否報告を集計　
　   被害の終息を確認
　   その後、自主防災会ごとに各種訓練
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3～5分

10分～数時間

数時間～3日

避難生活

●身の安全を守る
（まず低く、頭を守り、動かない）

揺れが収まったら
●火の元の確認
●出口の確保
●家族の安全を確認
●靴を履く

●隣近所に声かけ
●近所に火が出ていたら初期消火

●協力して消火・救出活動
●正しい情報を確認
●避難に車を使わない
●避難の際はブロック塀、ガラス、
　がれきに注意

●壊れた家には戻らない
●水･食糧は蓄えているもので賄う
●自主防災会に協力
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Q
．
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
？

A
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
お
支
払
い
た
だ

く
利
用
者
負
担
に
は
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
の
合
計
が
上
限
額
を
超

え
た
と
き
は
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

Q
．
ど
ん
な
改
正
が
行
な
わ
れ
る
の
？

A
．
８
月
以
降
、
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る

世
帯
は
、
負
担
の
上
限
が
３
７
，
２
０
０
円
か
ら
４
４
，

４
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。

※

（
世
帯
）と
は
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
員
で
、介
護
サ
ー
ビ
ス

　
を
利
用
し
た
方
全
員
の
負
担
の
合
計
の
上
限
を
指
し
、（
個
人
）

　
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ご
本
人
の
負
担
の
上
限

　
を
指
し
ま
す
。

８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
月
々
の
負
担
の
上
限

が
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
は
、
高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や
保
険
料
が
増
大

す
る
中
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利
用
し
て
い

な
い
方
と
の
公
平
や
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願

い
す
る
観
点
か
ら
変
更
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
に
利
用
し
て
い
る
方

に
配
慮
し
、
同
じ
世
帯
の
全
て
の
65
歳
以
上
の
方（
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方
を
含
む
）の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割

で
世
帯
が
現
役
並
み
所
得
者
世
帯
に
該
当
し
な
い
場
合
、

年
間
の
上
限
が
４
４
６
，
４
０
０
円（
３
７
，２
０
０
円×

12
カ
月
）と
な
り
、
年
間
の
負
担
額
が
増
え
な
い
よ
う
に
さ

れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
７
９

　
若
者
世
帯
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
励
金
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

・
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
満
70
歳
以
下（
申
請
時
）で
あ
る
若

　
者
世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
宅
及
び
土
地
を

　
購
入
し
た
方 

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金

事
業
の
お
知
ら
せ

開
催
日
　
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
） 

時

　間
　
開
式
11
時（
受
付
開
始
10
時
） 

場

　所
　
桃
源
文
化
会
館

対

　象
　
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
た
方 

※

平
成
29
年
11
月
１
日
時
点
で
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
住
民
登

　
録
の
あ
る
方
に
は
、
成
人
式
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
日
以
前
に
転
出
さ
れ
、
本
市
で
成
人
式
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

平
成
30
年 

南
ア
ル
プ
ス
市 

成
人
式

 

　
農
振
農
用
地
除
外
申
出
の
受
付
を
次
の
日
程
に
よ
り
行

な
い
ま
す
。

　
受
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、
不
要

不
急
で
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

 

要
　
件

①
申
し
出
す
る
農
地
を
農
地
以
外（
個
人
宅
地
・
ア
パ
ー  

　
ト
経
営
・
建
売
住
宅
等
）に
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
り
、農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）外
に
白
地
農
地
、
宅
地
、

　
雑
種
地
な
ど
代
替
え
す
べ
き
土
地
が
な
く
、
農
振
除

　
外
後
１
年
以
内
の
転
用
が
確
実
で
あ
り
、
転
用
目
的
が

　
明
確
で
あ
る
こ
と

②
農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）内
に
お
け
る
農
用
地
の
集
団

　
化
、
農
作
業
の
効
率
化
そ
の
他
の
農
業
上
の
土
地
利
用

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

農
振
農
用
地
除
外
申
出
の

受
付
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
の
受
給
者
は
、
所
得
状
況
届（
前
年
の
所
得
状
況
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
受
給
資
格
者
に
は
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

特
別
児
童
扶
養
手
当・障
害
児

福
祉
手
当・特
別
障
害
者
手
当

の
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
６
次
化
拠
点
整
備
事
業
用
地
の
利
活
用
に
向

け
て
、
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
公
募
案
内
や
審
査
ル
ー

ル
な
ど
原
案
の
作
成
検
討
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
併

事
業
者
の
公
募・誘
致
に

着
手
し
ま
す（
６
次
化
拠
点
）

第
７
回
女
性
議
会
開
催

一
日
女
性
議
員
を
募
集
し
ま
す

　
女
性
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
議

会
を
11
月
18
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

　女
性
の
視
点
か
ら
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
身
近
な

地
域
の
問
題
等
に
つ
い
て
質
問
や
提
案
を
し
て
み
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
通
学
し
て
い
る
高
校
生

③
担
い
手
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ

　
さ
な
い
こ
と

④
農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）内
の
土
地
改
良
施
設
の
機
能

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と

⑤
国
の
直
轄
又
は
補
助
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
又
は
こ
れ

　
に
準
ず
る
事
業
で
農
業
用
排
水
路
の
新
設
、区
画
整
理

　
農
用
地
の
造
成
等
の
施
工
に
係
る
区
域
に
あ
る
場
合
は
、

　
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て

　
８
年
を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と

 

受
　
付

期

　間
　
８
月
21
日（
月
）〜
９
月
22
日（
金
）

※

土
日
祝
日
は
除
く

時

　間
　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
15
分

場

　所
　
農
業
振
興
課（
市
役
所
本
庁
西
別
館
2
階
）

申
出
書
配
布
　
８
月
10
日（
木
）〜

※

配
布
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

　
に
相
当
す
る
年
齢
以
上
の
女
性

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　８
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

※

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
課
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動

　
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局（
市
民
活

　
動
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　
　
　   

電
話（
２
８
２
）7
3
2
5

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）7
4
2
1

対象となる方

現役並み所得者に相当
する方がいる世帯の方

世帯のどなたかが市民
税を課税されている方

世帯全員が市民税を
課税されていない方

生活保護を
受給している方等

前年度の合計所得
金額と公的年金の
収入額の合計が年
間80万円以下の方
等

平成29年7月まで
の負担の上限
（月額）

44,400円
（世帯）

44,400円
（世帯）

37,200円
（世帯）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

15,000円
（個人）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

44,400円
（世帯）

24,600円
（世帯）

平成29年8月から
の負担の上限
（月額）

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
使
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
度
に
専
門
業
者
へ
調
査
を
委
託
し
、
次
の
と
お
り

措
置
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
2
8
2
）6
3
9
7

　
健
康
被
害
に
関
し
て
　
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
健
康
支
援
課
　
電
話（
2
3
7
）1
3
8
0

市
営
住
宅
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト（
石
綿
）等
の
使
用
に
つ
い
て

団地名

対策
工事等
内容

平成20年度 平成20年度

平成１５年度
以前

（文書保存
  年限経過

の為、
実施時期
 不明）

せ
て
、
地
権
者
な
ど
関
係
者
へ
の
説
明
報
告
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
８
月
中
を
目
途
に
、
事
業
者
の
公
募
・
誘
致
活

動
を
始
め
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
６
次
化
拠
点
整
備
室

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
４
０
６

申
請
期
限

○
新
築
住
宅
の
場
合 
↓ 
工
事
着
工
後
３
ヵ
月
以
内

○
建
売
住
宅
の
場
合 
↓ 
購
入
契
約
後
３
ヵ
月
以
内

奨
励
金
の
額

　
30
万
円
　※

３
人
以
上
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

　
20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
他
に
も
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
条
件
が

　
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

荊沢団地
（8～12号棟）

神の木団地
（11～13号棟）

ゆたか団地
（全棟）

所在地 荊沢４６１-１ 川上２５０ 吉田８９８

建築年 昭和５０年、
昭和５１年 昭和５６年 昭和４８年～

昭和５０年

使用
部位 天井吹付材 天井吹付材 天井吹付材

入居者移転 囲い込み
工事実施

囲い込み
工事実施

対
策
工
事
等
実
施
年
度
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Q
．
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
？

A
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
お
支
払
い
た
だ

く
利
用
者
負
担
に
は
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
の
合
計
が
上
限
額
を
超

え
た
と
き
は
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

Q
．
ど
ん
な
改
正
が
行
な
わ
れ
る
の
？

A
．
８
月
以
降
、
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る

世
帯
は
、
負
担
の
上
限
が
３
７
，
２
０
０
円
か
ら
４
４
，

４
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。

※

（
世
帯
）と
は
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
員
で
、介
護
サ
ー
ビ
ス

　
を
利
用
し
た
方
全
員
の
負
担
の
合
計
の
上
限
を
指
し
、（
個
人
）

　
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ご
本
人
の
負
担
の
上
限

　
を
指
し
ま
す
。

８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
月
々
の
負
担
の
上
限

が
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
は
、
高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や
保
険
料
が
増
大

す
る
中
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利
用
し
て
い

な
い
方
と
の
公
平
や
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願

い
す
る
観
点
か
ら
変
更
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
に
利
用
し
て
い
る
方

に
配
慮
し
、
同
じ
世
帯
の
全
て
の
65
歳
以
上
の
方（
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方
を
含
む
）の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割

で
世
帯
が
現
役
並
み
所
得
者
世
帯
に
該
当
し
な
い
場
合
、

年
間
の
上
限
が
４
４
６
，
４
０
０
円（
３
７
，２
０
０
円×

12
カ
月
）と
な
り
、
年
間
の
負
担
額
が
増
え
な
い
よ
う
に
さ

れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
７
９

　
若
者
世
帯
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
励
金
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

・
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
満
70
歳
以
下（
申
請
時
）で
あ
る
若

　
者
世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
宅
及
び
土
地
を

　
購
入
し
た
方 

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金

事
業
の
お
知
ら
せ

開
催
日
　
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
） 

時

　間
　
開
式
11
時（
受
付
開
始
10
時
） 

場

　所
　
桃
源
文
化
会
館

対

　象
　
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
た
方 

※

平
成
29
年
11
月
１
日
時
点
で
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
住
民
登

　
録
の
あ
る
方
に
は
、
成
人
式
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
日
以
前
に
転
出
さ
れ
、
本
市
で
成
人
式
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

平
成
30
年 

南
ア
ル
プ
ス
市 
成
人
式

 

　
農
振
農
用
地
除
外
申
出
の
受
付
を
次
の
日
程
に
よ
り
行

な
い
ま
す
。

　
受
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、
不
要

不
急
で
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

 

要
　
件

①
申
し
出
す
る
農
地
を
農
地
以
外（
個
人
宅
地
・
ア
パ
ー  

　
ト
経
営
・
建
売
住
宅
等
）に
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
り
、農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）外
に
白
地
農
地
、
宅
地
、

　
雑
種
地
な
ど
代
替
え
す
べ
き
土
地
が
な
く
、
農
振
除

　
外
後
１
年
以
内
の
転
用
が
確
実
で
あ
り
、
転
用
目
的
が

　
明
確
で
あ
る
こ
と

②
農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）内
に
お
け
る
農
用
地
の
集
団

　
化
、
農
作
業
の
効
率
化
そ
の
他
の
農
業
上
の
土
地
利
用

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

農
振
農
用
地
除
外
申
出
の

受
付
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
の
受
給
者
は
、
所
得
状
況
届（
前
年
の
所
得
状
況
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
受
給
資
格
者
に
は
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

特
別
児
童
扶
養
手
当・障
害
児

福
祉
手
当・特
別
障
害
者
手
当

の
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
６
次
化
拠
点
整
備
事
業
用
地
の
利
活
用
に
向

け
て
、
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
公
募
案
内
や
審
査
ル
ー

ル
な
ど
原
案
の
作
成
検
討
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
併

事
業
者
の
公
募・誘
致
に

着
手
し
ま
す（
６
次
化
拠
点
）

第
７
回
女
性
議
会
開
催

一
日
女
性
議
員
を
募
集
し
ま
す

　
女
性
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
議

会
を
11
月
18
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

　女
性
の
視
点
か
ら
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
身
近
な

地
域
の
問
題
等
に
つ
い
て
質
問
や
提
案
を
し
て
み
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
通
学
し
て
い
る
高
校
生

③
担
い
手
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ

　
さ
な
い
こ
と

④
農
用
地
区
域（
青
地
農
地
）内
の
土
地
改
良
施
設
の
機
能

　
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と

⑤
国
の
直
轄
又
は
補
助
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
又
は
こ
れ

　
に
準
ず
る
事
業
で
農
業
用
排
水
路
の
新
設
、区
画
整
理

　
農
用
地
の
造
成
等
の
施
工
に
係
る
区
域
に
あ
る
場
合
は
、

　
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て

　
８
年
を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と

 

受
　
付

期

　間
　
８
月
21
日（
月
）〜
９
月
22
日（
金
）

※

土
日
祝
日
は
除
く

時

　間
　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
15
分

場

　所
　
農
業
振
興
課（
市
役
所
本
庁
西
別
館
2
階
）

申
出
書
配
布
　
８
月
10
日（
木
）〜

※

配
布
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

　
に
相
当
す
る
年
齢
以
上
の
女
性

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　８
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
課
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動

　
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局（
市
民
活

　
動
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　
　
　   

電
話（
２
８
２
）7
3
2
5

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）7
4
2
1

対象となる方

現役並み所得者に相当
する方がいる世帯の方

世帯のどなたかが市民
税を課税されている方

世帯全員が市民税を
課税されていない方

生活保護を
受給している方等

前年度の合計所得
金額と公的年金の
収入額の合計が年
間80万円以下の方
等

平成29年7月まで
の負担の上限
（月額）

44,400円
（世帯）

44,400円
（世帯）

37,200円
（世帯）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

15,000円
（個人）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

44,400円
（世帯）

24,600円
（世帯）

平成29年8月から
の負担の上限
（月額）

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
使
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
度
に
専
門
業
者
へ
調
査
を
委
託
し
、
次
の
と
お
り

措
置
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
2
8
2
）6
3
9
7

　
健
康
被
害
に
関
し
て
　
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
健
康
支
援
課
　
電
話（
2
3
7
）1
3
8
0

市
営
住
宅
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト（
石
綿
）等
の
使
用
に
つ
い
て

団地名

対策
工事等
内容

平成20年度 平成20年度

平成１５年度
以前

（文書保存
  年限経過

の為、
実施時期
 不明）

せ
て
、
地
権
者
な
ど
関
係
者
へ
の
説
明
報
告
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
８
月
中
を
目
途
に
、
事
業
者
の
公
募
・
誘
致
活

動
を
始
め
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
６
次
化
拠
点
整
備
室

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
４
０
６

申
請
期
限

○
新
築
住
宅
の
場
合 

↓ 

工
事
着
工
後
３
ヵ
月
以
内

○
建
売
住
宅
の
場
合 

↓ 

購
入
契
約
後
３
ヵ
月
以
内

奨
励
金
の
額

　
30
万
円
　※

３
人
以
上
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

　
20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
他
に
も
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
条
件
が

　
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

荊沢団地
（8～12号棟）

神の木団地
（11～13号棟）

ゆたか団地
（全棟）

所在地 荊沢４６１-１ 川上２５０ 吉田８９８

建築年 昭和５０年、
昭和５１年 昭和５６年 昭和４８年～

昭和５０年

使用
部位 天井吹付材 天井吹付材 天井吹付材

入居者移転 囲い込み
工事実施

囲い込み
工事実施

対
策
工
事
等
実
施
年
度

    6 7



　

MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

  災害に備え支援協定締結
MY TOWN TOPICS 0404

7月5日 水7月5日 水

　市は、地震や風水害などの災害に備え、株式会社アダス
トサービスと生活物資等の支援協力に関する協定を結び
ました。
　協定では、災害時に会社側から飲料水やタオル等の供
給を受けるもので、これにより市からの要請で飲料水な
どの生活物資が速やかに調達可能となります。

7月13日 木7月13日 木

社会を明るくする運動
MY TOWN TOPICS 0606

　櫛形生涯学習センターで第67回「社会を明るくする運動」の
メッセージ伝達式が行なわれました。
　この運動はすべての市民が、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場におい
て力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築いていこうと
する全国的な運動です。
　伝達式では、内閣総理大臣や山梨県知事のメッセージの伝
達、昨年の作文コンテストで最優秀賞を受賞した甲西中学校の
伴野琴美さんによる作文の朗読が行なわれました。その後、市
内のスーパー等で街頭キャンペーンを行ないました。

南アルプス開山祭
MY TOWN TOPICS 0101

6月24日 土6月24日 土

　南アルプスへの登山口、広河原で南アルプス開山祭が行な
われました。開山祭では夜叉神太鼓保存会が夜叉神太鼓を、
芦安中学校の生徒が合唱を披露しました。また、出席者全員で
山で命を落とした先人達に黙祷を捧げ、献花を行なったあと
山の案内人による蔓（つる）払いのセレモニーが行なわれ、参加
者達は切り開かれた「蔓の門」をくぐりぬけ、登山の安全を祈
りました。

新しく市バスが導入
MY TOWN TOPICS 0303

7月3日 月7月3日 月

　長年運用されてきた市バス「桃っ子バス」の後継として、新た
に運用されることになった市バスの出発式が、消防本部駐車場
で行なわれました。
　導入されたバスは４４人乗り（補助席込み）で、車体には北岳、
南伊奈ヶ湖、桃やシャインマスカットの写真がラッピングされて
います。
　バスは今後、保育所の園外保育や小中学校の社会科見学、部
活動などに活用されていきます。

児童館チャレンジアウトドア
MY TOWN TOPICS 0202

7月1日 土7月1日 土

　ウッドビレッジ伊奈ヶ湖で小学生を対象とした野外体験
活動「チャレンジアウトドア2017」が開催されました。
　参加した40人の子どもたちは、雑巾がけレースなどの
レクリエーションで親睦を深めた後、昼食作りに挑戦しま
した。かまどでの火おこし、アルミホイルを使ったジャガ
イモの皮むき、ペットボトルを使ったピザ生地作りなど、
アウトドアならではの方法で調理を行ない、出来上がった
カレーとピザを皆で嬉しそうに食べていました。また、午後
にはウォークラリーが行なわれ、子どもたちは１日を通し
て自然に親しみながら貴重な体験をしていました。

　

落合小学校屋内運動場起工式
MY TOWN TOPICS 0505

7月12日 水7月12日 水

　落合小学校屋内運動場の起工式が行なわれました。
　金丸市長をはじめ、学校や工事関係者が出席し、工事の安全と
無事完成を祈願しました。
　新しい屋内運動場は、鉄骨造平屋建、延床面積995㎡で、
児童の健康的でかつ安全で豊かな施設環境を確保するとともに、
災害時に地域の避難施設としての役割を十分果たせるユニバーサ
ルデザインと機能性を兼ね備えた施設となっており、平成30年
２月に完成する予定です。
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　“リサ”の愛称で親しまれた木村利三郎は、ニューヨークを
基点に活動をしながら、 都市の崩壊と再生、宇宙をテーマに
描きつづけた、戦後の日本を代表する画家の一人です。
　市立美術館では、ご遺族のご好意により３５０点にもおよぶ
作品の寄贈を受けました。
　今展では、それらの作品の中から厳選した７０点余の版画
や水彩画を展示しています。

「木村利三郎追悼」展
ニューヨークを愛し、 都市を描き続けた画家

『 ふしぎな銀の木 』 
再話・絵／シビル・ウェッタシンハ
訳／松岡 享子、市川 雅子　出版／福音館書店

       

 

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　1869年の大陸横断
鉄道開通から、2015年
のシリア難民まで、世界に
衝撃を与えた有名な報道
写真100点とともに、現
代史をたどる。各写真ごと
に、歴史的背景や撮影の
瞬間のシチュエーションを
わかりやすく解説する。

　ある日、王さまは「世に
も美しい銀の木がはえ、
枝という枝に銀の花が咲
いて銀の実がなり、銀の
オンドリが三たび、高ら
かにときをつげる」という
夢をみました。3人の王
子は、その不思議な世
界を探しに、旅に出るこ
とになり…。

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～10月１日（日）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／７日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

8月のイベントスケジュール

  1日（火）中

5日（土）甲 19日（土）八 26日（土）白12日（土）わ白

14:00～ 毎週土曜日中

19日（土）中

18日（金）白

  8日（火）八

22日（火）八

10日（木）甲 16日（水）わ

23日（水）わ 24日（木）甲

●朗読会 「いきやりどころ」  19:30 ～

26日（土）白●朗読会 「きずな亭」  13:30 ～

秋を感じてみませんか？
「おりがみのうさぎを飾ったお月見リース」

定員各２０名 要申込８月1日（火）～
持ち物 はさみ・ボンド・黒いペン

『 世界の特別な1日 』 
著／マルゲリータ・ジャコーザ、ロベルト・モッタデリ、
　　ジャンニ・モレッリ　  訳／村田 綾子
出版／日経ナショナルジオグラフィック社◇シニアのための図書館講座

《City209》 1974年 《2001.9.11》 2000年代

《City156D》 1979年

8月23日（水） 10:00～中

8月23日（水） 14:00～甲

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／7・11･14･21･28・31日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 31日

お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　
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専門家が関わることで
楽になることがあるんですよ
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できないから～

こんな
はずでは…

誰も褒めて
くれないじゃん

私も
いっぱい
いっぱい

自分の時と
やり方が違う
心配だわ～

母乳が足り
ないのでは？
よく泣いてる

じゃん
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白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／7・11･14･21･28・31日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 31日

お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
ご
家
族
へ

　
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
、
土
壌
中
な
ど
に
広
く
存
在
し
て
い
る

細
菌
で
す
。
大
人
の
場
合
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
他
の
腸
内

細
菌
と
の
競
争
に
負
け
て
し
ま
う
た
め
通
常
何
も
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
、
腸
内
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
が
腸
内
で
増
え
て
毒
素
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
便
秘
や
ほ
乳
力
の
低
下
、
元
気
が
な
く
な
る
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
治
癒
し
ま
す
が

ま
れ
に
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　　
ハ
チ
ミ
ツ
は
、
一
般
的
に
加
熱
処
理
を
行
な
わ
ず
に
包
装
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
熱
に
強
い
の
で
、
通
常
の
加
熱
や

調
理
で
は
死
に
ま
せ
ん
。
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
ハ
チ
ミ
ツ

や
ハ
チ
ミ
ツ
入
り
飲
料
・
お
菓
子
な
ど
の
食
品
は
食
べ
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、市
で
は
、産
後
ケ
ア
事
業
に
取
り
組
み
、産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

心
配
事
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
の
声
を
、数
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
か
ら
産
後
の
お
母
さ
ん
は
、思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
気
分
が
沈
み
が
ち
に
な
る
も
の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
、お
め
で
た
い
も
の
と
し
て
、母
子
と
も
に
大
い
に
祝
福
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
お
母
さ
ん
は

赤
ち
ゃ
ん
を
愛
し
く
感
じ
、子
ど
も
の
成
長
を
楽
し
み
に
育
児
を
行
な
い
、周
囲
も
そ
の
よ
う
に

期
待
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、家
族
が
増
え
る
こ
と
は
、夫
婦
や
家
族
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
変
化
す
る
た
め
、

う
ま
く
適
応
で
き
ず
に
悩
む
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。家
族
の
何
気
な
い
一
言
で

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
健
康
増
進
課
で
は
ど
ん
な
小
さ
な
心
配
事
で
も

助
産
師
や
保
健
師
が
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。ご
家
族
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注 

意

●
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、ハ
チ
ミ
ツ
を
食
べ
る

　
こ
と
に
よ
っ
て「
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
」に
か
か
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は

ハ
チ
ミ
ツ
N
G
!!

毎
週
水
曜
日 

9
時
〜
11
時

実
施
日

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
）

場
　
所

乳
幼
児
健
康
相
談

健康福祉センターに話しにきてください！

専門家が関わることで
楽になることがあるんですよ

私がうまく
できないから～

こんな
はずでは…

誰も褒めて
くれないじゃん

私も
いっぱい
いっぱい

自分の時と
やり方が違う
心配だわ～

母乳が足り
ないのでは？
よく泣いてる

じゃん

11 10



村明細帳の例
「諸事明細書上帳」

天保９年 (1838) 鏡中条村
南アルプス市蔵

　
　

　
　木
綿

　
　
　
　煙
草

　
　
　
　大
小
豆

　
　
　粟

　
　

村
明
細
帳
に
記
さ
れ
る
畑
作
作
物

　

　
　
　
　
　
　
　（鏡
中
条
村
の
例
）

村
明
細
帳
に
記
さ
れ
る
農
閑
期
の
生
業
（
鏡
中
条
村
の
例
）

　
　
　
　

          

　
　
　
　男
は
耕
作
の
間
、
秣
山
稼
並
び
に
縄
、
ね
こ
た
（※

）

　
　
　
　

          

　
　
　
　女
は
木
綿
糸
取
り
、
同
布
少
々
づ
つ
織
出
し

糸車による糸紡ぎの様子。かつては、どの家庭でも見られた南アルプス市の原風景（昭和 40 年
頃か）。中込松弥著『西郡史話』より

市内には、糸車や綿繰機（わたくりき）など、綿織物に関する古民具（民俗資料）が数多く残
されています。これら民俗資料の存在は、かつて南アルプス市域で綿花栽培が非常に盛んだっ
た歴史と、それを育んだ地域（西郡：にしごおり）特有の風土を我々に教えてくれます。近年は、
少しづつですが、市内の小学校などで、このような古民具を実際に活用して、地域の伝統や風
土を伝える試みも始まっています。写真は授業で栽培した綿花を紡ぐ落合小での授業風景。紡
いだ糸は、同じく栽培した藍で染められました（広報先月号を参照）。

※　根子太。藁縄を編んで造った大型で厚手のムシロ。
※※　紺屋に糸や布を持ち込んでもすぐに染めてもらえなかったことから生まれたことわざ。　　

　
　東
郡
の
養
蚕
・
生
糸
、郡
内
の
絹
織
物
、

　
　
　
　
　
　西
郡
の
木
綿
、河
内
の
紙
漉
き

　
　紺
屋
の
あ
さ
っ
て（※

※

）

　
　東
郡
の
養
蚕
・
生
糸
、郡
内
の
絹
織
物
、

　
　
　
　
　
　西
郡
の
木
綿
、河
内
の
紙
漉
き

　県
内
に
は
、こ
の
よ
う
な
言
葉
も
残
り
、現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
域
を

中
心
と
す
る
、か
つ
て
の
西
郡
地
域
で
は
、木
綿
が
特
産
品
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
り
ま
す
。

　甲
斐
国
に
木
綿
づ
く
り
が
伝
播
し
た
の
は
、戦
国
時
代
に
な
っ
て
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、市
域
で
は
、御
勅
使
川
扇
状
地
上
の
原
方
と

呼
ば
れ
る
乾
燥
地
帯
や
、市
域
南
部
の
南
湖
地
区
な
ど
を
中
心
に
、江

戸
時
代
に
は
盛
ん
に
綿
花
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
こ
の
辺
り
の
夏
季
の
高
温
・
少
雨
な
気
候
と
砂
礫
質
の
土
壌
が

綿
花
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
た
め
で
、特
に
釜
無
川
の
洪
水
流
が
運
ん

だ
砂
質
の
土
壌
か
ら
な
る
市
域
南
部
、現
在
の
南
湖
地
区
周
辺
で
作
ら

れ
る
布
は「
奈
胡
白
布
」と
い
わ
れ
、特
に
品
質
の
良
い
、い
わ
ば
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
有
名
で
し
た
。

　江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る『
甲
斐
国
志
』に
も
、

　
　奈
胡
白
布
ト
云
ハ
木
棉
ノ
好
キ
処
ナ
リ

　
　本
州（
甲
斐
国
）ノ
産
ハ
其
色
絞
白
ニ
シ
テ
綿
強
シ
、

　
　
　
　巨
摩
、山
梨
、中
郡
多
且
ツ
美
ナ
リ
、

　
　
　
　
　奈
胡
ノ
庄
最
モ
多
産
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
こ
の
地
域
で
綿

　
　
　
　
　
　花
の
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
、地
域
に
残
さ
れ
て

　
　
　
　い
る
古
文
書
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。各
村
ご
と

の
人
口
や
生
業
な
ど
を
幕
府
に
報
告
し
た「
村
明
細
帳
」を
見
れ
ば
、現

在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
域
に
あ
っ
た
村
々
の
う
ち
、中
山
間
地
を
除
く
ほ

ぼ
全
て
の
村
で
綿
を
栽
培
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
そ
こ
に
は
、や
は
り
ほ
と
ん
ど
の
村
で「
耕
作
の
ほ
か
、女
は
木

綿
布
か
せ
ぎ
仕
り
候
」と
か「
作
間
、女
は
木
綿
布
織
り
渡
世
仕
り
候
」

な
ど
と
記
さ
れ
、農
閑
期
に
は
収
穫
し
た
綿
花
を
原
料
に
各
家
庭
で
糸

を
紡
ぎ
、布
を
織
っ
て
い
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。糸
車
を
ま
わ
す
風
景

や
機
織
は
、か
つ
て
は
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
南
ア
ル
プ
ス
市
域
の
原
風
景

だ
っ
た
の
で
す
。

　そ
し
て
各
家
庭
で
紡
が
れ
た
糸
や
、織
ら
れ
た
布
の
一
部
は
、先
月
ご

紹
介
し
た
よ
う
な
紺
屋
に
持
ち
こ
ま
れ
、藍
に
よ
っ
て
染
色
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、多
く
の
糸
や
布
が
持
ち
込
ま
れ
る
割
に
紺
屋
の
数
は
多
く
は

な
か
っ
た
ら
し
く
、地
域
に
は
、こ
ん
な
言
葉
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　紺
屋
の
あ
さ
っ
て（※

※

）

　
　

　最
盛
期
だ
っ
た
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
は
、市
域
の
畑
作
地
の

半
分
以
上
が
綿
花
の
栽
培
に
用
い
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
月
紹
介
し
た
藍
染
が
、そ
の
後
化
学
染
料
に
押
さ
れ
衰
退
し
た
よ
う

に
、綿
花
栽
培
も
ま
た
、安
価
で
品
質
の
よ
い
イ
ン
ド
綿
や
ア
メ
リ
カ
産

の
綿
な
ど
に
押
さ
れ
て
明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）頃
を
ピ
ー
ク
に
次
第

に
衰
退
し
、煙
草
や
特
に
桑
の
栽
培
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　西
郡
の
木
綿
づ
く
り
は
、水
稲
耕
作
に
は
必
ず
し
も
適
さ
な
い
地
質

を
逆
手
に
と
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
歴
史
か
ら
私
た

ち
は
、氾
濫
や
土
石
流
と
い
っ
た
河
川
災
害
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
西
郡
の

大
地
で
、人
々
が
災
害
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、そ
の
時
々
に
最
適
の
作
物

を
選
択
し
、粘
り
強
く
生
き
て
来
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課

　現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
と
い
え
ば
、言
わ
ず
と
知
れ
た
果
樹
王
国
。

春
先
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
か
ら
ス
モ
モ
、モ
モ
、ブ
ド
ウ
と
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、江
戸
時
代
、か
つ
て
そ
こ
は
綿
花
の
一
大
生
産
地
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

は
ら
か
た

む
ら
め
い
さ
い
ち
ょ
う

と
せ
い

な
ご 

の 

は
く
ふ

江
戸
時
代
の
特
産
品

「
西
郡
の
木
綿
」

江
戸
時
代
の
特
産
品

「
西
郡
の
木
綿
」

に 

し

　
　
　ご
お
り

に 

し

　
　
　ご
お
り

121
句
俳

涼
し
さ
や
飛
び
立
つ
雀
朝
日
浴
ぶ 

今
井 

も
と
ゑ
（
荊
沢
）

　

水
平
に
風
す
き
と
ほ
る
青
田
か
な 

込
山 

幸
江
（
西
南
湖
）

　

活
断
層
上
か
も
知
れ
ず
夏
祭 

伊
藤 

喜
代
子
（
江
原
）

　

一
房
の
青
き
葡
萄
の
手
に
あ
ま
る 

鶴
田 

清
子
（
宮
沢
）

　

雷
過
ぎ
て
雲
お
り
て
行
く
夜
半
の
月 

大
木 

雅
江
（
宮
沢
）

　

夕
日
な
ほ
惜
し
み
て
燃
ゆ
る
凌
霄
花 

井
上 

光
子
（
宮
沢
）

　

廃
校
の
高
き
門
柱
凌
霄
花 

伊
藤 

信
哉
（
山
寺
）

　

凌
霄
花
昔
牛
舎
の
荒
壁
に 

荻
野 

重
美
（
曲
輪
田
）

　

ね
ぶ
た
押
す
男
は
水
を
回
し
飲
む 

弥
冨 

賢
士
（
藤
田
）

　

遠
に
舞
い
近
に
潜
め
る
草
蛍 

野
口 

英
二
（
十
日
市
場
）

　

す
ず

す
い
へ
い

あ
お
た

す
ず
め

あ

ゆ
う
ひ

の
う
ぜ
ん
か

の
う
ぜ
ん
か

た
か

の
う
ぜ
ん
か

あ
ら
か
べ

む
か
し
ぎ
ゅ
う
し
ゃ

お
ち 

　こ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　く
さ
ほ
た
る

か
つ
だ
ん
そ
う

な
つ
ま
つ
り

ひ
と
ふ
さ

ぶ
ど
う

ら
い

よ

わ
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村明細帳の例
「諸事明細書上帳」

天保９年 (1838) 鏡中条村
南アルプス市蔵

　
　

　
　木
綿

　
　
　
　煙
草

　
　
　
　大
小
豆

　
　
　粟

　
　

村
明
細
帳
に
記
さ
れ
る
畑
作
作
物

　

　
　
　
　
　
　
　（鏡
中
条
村
の
例
）

村
明
細
帳
に
記
さ
れ
る
農
閑
期
の
生
業
（
鏡
中
条
村
の
例
）

　
　
　
　

          

　
　
　
　男
は
耕
作
の
間
、
秣
山
稼
並
び
に
縄
、
ね
こ
た
（※

）

　
　
　
　

          

　
　
　
　女
は
木
綿
糸
取
り
、
同
布
少
々
づ
つ
織
出
し

糸車による糸紡ぎの様子。かつては、どの家庭でも見られた南アルプス市の原風景（昭和 40 年
頃か）。中込松弥著『西郡史話』より

市内には、糸車や綿繰機（わたくりき）など、綿織物に関する古民具（民俗資料）が数多く残
されています。これら民俗資料の存在は、かつて南アルプス市域で綿花栽培が非常に盛んだっ
た歴史と、それを育んだ地域（西郡：にしごおり）特有の風土を我々に教えてくれます。近年は、
少しづつですが、市内の小学校などで、このような古民具を実際に活用して、地域の伝統や風
土を伝える試みも始まっています。写真は授業で栽培した綿花を紡ぐ落合小での授業風景。紡
いだ糸は、同じく栽培した藍で染められました（広報先月号を参照）。

※　根子太。藁縄を編んで造った大型で厚手のムシロ。
※※　紺屋に糸や布を持ち込んでもすぐに染めてもらえなかったことから生まれたことわざ。　　

　
　東
郡
の
養
蚕
・
生
糸
、郡
内
の
絹
織
物
、

　
　
　
　
　
　西
郡
の
木
綿
、河
内
の
紙
漉
き

　
　紺
屋
の
あ
さ
っ
て（※

※

）

　
　東
郡
の
養
蚕
・
生
糸
、郡
内
の
絹
織
物
、

　
　
　
　
　
　西
郡
の
木
綿
、河
内
の
紙
漉
き

　県
内
に
は
、こ
の
よ
う
な
言
葉
も
残
り
、現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
域
を

中
心
と
す
る
、か
つ
て
の
西
郡
地
域
で
は
、木
綿
が
特
産
品
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
り
ま
す
。

　甲
斐
国
に
木
綿
づ
く
り
が
伝
播
し
た
の
は
、戦
国
時
代
に
な
っ
て
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、市
域
で
は
、御
勅
使
川
扇
状
地
上
の
原
方
と

呼
ば
れ
る
乾
燥
地
帯
や
、市
域
南
部
の
南
湖
地
区
な
ど
を
中
心
に
、江

戸
時
代
に
は
盛
ん
に
綿
花
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
こ
の
辺
り
の
夏
季
の
高
温
・
少
雨
な
気
候
と
砂
礫
質
の
土
壌
が

綿
花
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
た
め
で
、特
に
釜
無
川
の
洪
水
流
が
運
ん

だ
砂
質
の
土
壌
か
ら
な
る
市
域
南
部
、現
在
の
南
湖
地
区
周
辺
で
作
ら

れ
る
布
は「
奈
胡
白
布
」と
い
わ
れ
、特
に
品
質
の
良
い
、い
わ
ば
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
有
名
で
し
た
。

　江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る『
甲
斐
国
志
』に
も
、

　
　奈
胡
白
布
ト
云
ハ
木
棉
ノ
好
キ
処
ナ
リ

　
　本
州（
甲
斐
国
）ノ
産
ハ
其
色
絞
白
ニ
シ
テ
綿
強
シ
、

　
　
　
　巨
摩
、山
梨
、中
郡
多
且
ツ
美
ナ
リ
、

　
　
　
　
　奈
胡
ノ
庄
最
モ
多
産
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
こ
の
地
域
で
綿

　
　
　
　
　
　花
の
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
、地
域
に
残
さ
れ
て

　
　
　
　い
る
古
文
書
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。各
村
ご
と

の
人
口
や
生
業
な
ど
を
幕
府
に
報
告
し
た「
村
明
細
帳
」を
見
れ
ば
、現

在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
域
に
あ
っ
た
村
々
の
う
ち
、中
山
間
地
を
除
く
ほ

ぼ
全
て
の
村
で
綿
を
栽
培
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
そ
こ
に
は
、や
は
り
ほ
と
ん
ど
の
村
で「
耕
作
の
ほ
か
、女
は
木

綿
布
か
せ
ぎ
仕
り
候
」と
か「
作
間
、女
は
木
綿
布
織
り
渡
世
仕
り
候
」

な
ど
と
記
さ
れ
、農
閑
期
に
は
収
穫
し
た
綿
花
を
原
料
に
各
家
庭
で
糸

を
紡
ぎ
、布
を
織
っ
て
い
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。糸
車
を
ま
わ
す
風
景

や
機
織
は
、か
つ
て
は
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
南
ア
ル
プ
ス
市
域
の
原
風
景

だ
っ
た
の
で
す
。

　そ
し
て
各
家
庭
で
紡
が
れ
た
糸
や
、織
ら
れ
た
布
の
一
部
は
、先
月
ご

紹
介
し
た
よ
う
な
紺
屋
に
持
ち
こ
ま
れ
、藍
に
よ
っ
て
染
色
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、多
く
の
糸
や
布
が
持
ち
込
ま
れ
る
割
に
紺
屋
の
数
は
多
く
は

な
か
っ
た
ら
し
く
、地
域
に
は
、こ
ん
な
言
葉
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　紺
屋
の
あ
さ
っ
て（※

※

）

　
　

　最
盛
期
だ
っ
た
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
は
、市
域
の
畑
作
地
の

半
分
以
上
が
綿
花
の
栽
培
に
用
い
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
月
紹
介
し
た
藍
染
が
、そ
の
後
化
学
染
料
に
押
さ
れ
衰
退
し
た
よ
う

に
、綿
花
栽
培
も
ま
た
、安
価
で
品
質
の
よ
い
イ
ン
ド
綿
や
ア
メ
リ
カ
産

の
綿
な
ど
に
押
さ
れ
て
明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）頃
を
ピ
ー
ク
に
次
第

に
衰
退
し
、煙
草
や
特
に
桑
の
栽
培
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　西
郡
の
木
綿
づ
く
り
は
、水
稲
耕
作
に
は
必
ず
し
も
適
さ
な
い
地
質

を
逆
手
に
と
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
歴
史
か
ら
私
た

ち
は
、氾
濫
や
土
石
流
と
い
っ
た
河
川
災
害
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
西
郡
の

大
地
で
、人
々
が
災
害
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、そ
の
時
々
に
最
適
の
作
物

を
選
択
し
、粘
り
強
く
生
き
て
来
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課

　現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
と
い
え
ば
、言
わ
ず
と
知
れ
た
果
樹
王
国
。

春
先
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
か
ら
ス
モ
モ
、モ
モ
、ブ
ド
ウ
と
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、江
戸
時
代
、か
つ
て
そ
こ
は
綿
花
の
一
大
生
産
地
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

は
ら
か
た

む
ら
め
い
さ
い
ち
ょ
う

と
せ
い

な
ご 

の 

は
く
ふ

江
戸
時
代
の
特
産
品

「
西
郡
の
木
綿
」

江
戸
時
代
の
特
産
品

「
西
郡
の
木
綿
」

に 

し

　
　
　ご
お
り

に 

し

　
　
　ご
お
り

121
句
俳

涼
し
さ
や
飛
び
立
つ
雀
朝
日
浴
ぶ 

今
井 

も
と
ゑ
（
荊
沢
）

　

水
平
に
風
す
き
と
ほ
る
青
田
か
な 

込
山 

幸
江
（
西
南
湖
）

　

活
断
層
上
か
も
知
れ
ず
夏
祭 

伊
藤 

喜
代
子
（
江
原
）

　

一
房
の
青
き
葡
萄
の
手
に
あ
ま
る 

鶴
田 

清
子
（
宮
沢
）

　

雷
過
ぎ
て
雲
お
り
て
行
く
夜
半
の
月 

大
木 

雅
江
（
宮
沢
）

　

夕
日
な
ほ
惜
し
み
て
燃
ゆ
る
凌
霄
花 

井
上 

光
子
（
宮
沢
）

　

廃
校
の
高
き
門
柱
凌
霄
花 

伊
藤 

信
哉
（
山
寺
）

　

凌
霄
花
昔
牛
舎
の
荒
壁
に 

荻
野 

重
美
（
曲
輪
田
）

　

ね
ぶ
た
押
す
男
は
水
を
回
し
飲
む 

弥
冨 

賢
士
（
藤
田
）

　

遠
に
舞
い
近
に
潜
め
る
草
蛍 

野
口 

英
二
（
十
日
市
場
）

　

す
ず

す
い
へ
い

あ
お
た

す
ず
め

あ

ゆ
う
ひ

の
う
ぜ
ん
か

の
う
ぜ
ん
か

た
か

の
う
ぜ
ん
か

あ
ら
か
べ

む
か
し
ぎ
ゅ
う
し
ゃ

お
ち 

　こ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　く
さ
ほ
た
る

か
つ
だ
ん
そ
う

な
つ
ま
つ
り

ひ
と
ふ
さ

ぶ
ど
う

ら
い

よ

わ
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総人口： 72,053人（-11）
--------------------------
男　性： 35,619人（-12）
女　性： 36,434人（+1）
世　帯： 27,464世帯（+21）
うち外国籍人口： 924人（+1）

南アルプス広
報 No.173   平成29年８月1日発行

平成29年 7月1日現在（対前月比）

南アルプス市役 所： 〒400 -0395 山梨 県南アルプス市小笠 原376

TEL .  055 -282-1111（代表 ） FA X .055 -282-1112（代表 ）

ht tp : //w w w.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役 所 秘書 課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開催日 ８月４日（金）

時　間 19時30分～

場　所 安藤家住宅（西南湖4302）

内　容 大人向けの朗読会

参加費 300円（入館料・お茶付）

定　員 30名（先着順・要申込）

締　切 ８月４日（金）12時

申込・お問合せ／文化財課　☎282-7269

安
藤
家
住
宅
で

ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
夏
の
夜
話

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

父・壽也　母・和恵（桃園）

ふたりの笑顔は
家族みんなの元気の源だよ♡
すくすく大きくなぁれ！

加藤 洸くん（3歳）

　　 慧くん（1歳）

こう

けい

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

父・清和　母・知美（下宮地）

弟が大好きな優しいお兄ちゃん！
これからも２人、
元気で仲良く成長してね。

深澤 颯太くん（2歳）

　　 凛太くん（2ヵ月）

ふうた

りんた

今月の表紙：朝の北岳

いくめん

赤ちゃんの入浴にも興味津々の兄姉。
みんなでお風呂に入ると楽しいね。

深澤 竜馬さん（父）、竜斗くん（4歳）

　　 幸帆ちゃん（1歳）、萌枝ちゃん（５ヵ月）
ゆきほ もえ

りゅうま りゅうと

（飯野）

暑い夏の夜、
江戸時代からの歴史を持つ古民家で、
ちょっと怖いお話を楽しんでみませんか。

仙
丈
ヶ
岳
の
稜
線
か
ら
１
位
の
富
士
山
、
２
位
の
北
岳
、
３
位
の
間
ノ
岳
と

国
内
ト
ッ
プ
３
の
山
頂
を
正
面
で
見
た
夏
の
日
。

「
な
ぜ
山
に
登
り
ま
す
か
？
」

山
が
好
き
だ
か
ら
、
あ
の
山
頂
へ
立
ち
た
い
、
百
名
山
だ
か
ら
と
答
え
は
さ
ま
ざ
ま
。

空
気
も
い
い
し
、
さ
わ
や
か
だ
し
、
か
ら
だ
に
も
い
い
ら
し
い
。

昔
も
今
も
地
形
を
読
み
、
地
図
を
読
み
、
空
を
読
み
、
体
力
を
読
む
こ
と
は
変
わ
ら
ず
。

人
は
山
を
見
立
て
た
「
登
山
」
と
い
う
書
物
を
た
ず
さ
え
て
い
る
よ
う
。

読
み
進
め
る
ほ
ど
ふ
と
こ
ろ
が
深
く
、
ま
す
ま
す
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
ふ
う
に
山
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
あ
。

マ
ロ
リ
ー 

の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
は
と
う
て
い
お
よ
ば
な
い
け
れ
ど

個
人
的
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
「
そ
こ
に
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
い
る
か
ら
」
だ
ろ
う
か
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

B
e

c
au

se
 it`s th

ere

山

月
今

の
テ

マ

※

※ジョージ・マロリー（1886－1924）イギリスの登山家
　Why did you want to climb Mount Everest?（なぜあなたはエヴェレストに登るのか？）
　Because it`s there.（そこにエヴェレストがあるから。）
　「そこに山があるから」というのは誤訳。

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。☎282-6037
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か
ら
」
だ
ろ
う
か
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

B
e

c
au

se
 it`s th

ere

山

月
今

の
テ

マ

※

※ジョージ・マロリー（1886－1924）イギリスの登山家
　Why did you want to climb Mount Everest?（なぜあなたはエヴェレストに登るのか？）
　Because it`s there.（そこにエヴェレストがあるから。）
　「そこに山があるから」というのは誤訳。

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。☎282-6037
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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “ 南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援し て ね ♥

桃のヴィシソワーズ
●材料（2人分）
　ジャガイモ……… 中２個　　玉ねぎ…… 中1/2個
　オリーブオイル… 大さじ１　水………… 200cc
　牛乳（豆乳）…… 200cc　　桃ジャム… 大さじ4-5

●作り方
　①薄切りにした玉ねぎ、ジャガイモの順でオリーブオイルで炒める。
　②水と塩コショウ少々を加えて、野菜が柔らかくなるまで煮る。
　③粗熱が取れたら牛乳とジャムを加えてミキサーにかけ、塩コショウで
　　味を整え冷やす。

小笠原出身の名取春仙の役者絵版画を中心に、現代作家の
作品も多数所蔵。パズルや版画など体験しながら学べる
コーナーもあるよ！

南アルプス市小笠原 1281 ／ TEL055-282-6600 ／
9：30～17：00 ／月曜、祝日の翌日休館／
入館料300円、大高生250円、中小生150円、未就学児無料

　東京で臨床心理士として仕事
をしながら、南アルプス市でワ
インを作っています。カウンセ
リングという、答えや形の見え
にくい仕事をしているので、「も
のづくり」という仕事への憧れ
がありました。そのなかでもワ
インに取り組むことにしたの
は、幸せな思い出のなかにワイ
ンがあったからです。

決め手は、土の性質でした
　縁もゆかりもない南アルプス
市に決めたのは、ここが乾いた
土地だったからです。ワイン用の

ブドウは水気のない土地がよく

育ちます。実際に畑の土を触っ

て、水を撒いて観察するというこ

とを、日本国中で試してみまし

た。その結果、白根が一番早く水

が土に染み込んだため、南アルプ

ス市に決めました。

　先達がたくさんいて、ワインの

　

勉強に事欠かないということを

含めて、山梨に来て本当によかっ

たなと思っています。

ワインの魅力は味だけにあ
らず、人にもあり！
　ワインも「ものづくり」なの
で、科学の知識で良いものが作
れてしまいます。しかし、人との
物語が添えられることで、さら
に美味しく感じるのではないか
と思います。
　ワインの名称にブドウ栽培家
の名前を入れることは、その例
の一つです。それによって、栽培
家の生きた証しが受け継がれる
　

渋谷 英雄さん移住者
interview

南アルプス市立美術館

◆居住履歴

東京生まれ → 大阪 → 沖縄 →
  ＼南アルプス市／ 
東京と山梨を行き来しながら、ワ
イナリー「ドメーヌヒデ」を営む。

料理監修 : Chizuru Aoki

ワインが結んでくれた縁

ぜひワインで
素敵な思い出を！

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

ことになりますから、作り手の
思い入れはより深くなります。
作り手の思い入れが伝わること
で、売り手も大切に売り、買う方
　

も丁寧に買って飲んでくれる。
そんな、人の思いの好循環が、ワ

インを通して起これば嬉しいで

す。人生の喜怒哀楽に寄り添うワ

インを、地元の栽培家の方々と一

緒に作っていきたいです。

マザーズ

No.53

LOCO MAGA

MINAMI
ALPS

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。
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●
長
寿
の
お
祝
い
を
お
届
け
し
ま
す

　
平
成
28
年
９
月
15
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
14
日

の
間
に
88
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
方
の
お
宅

へ
、老
人
週
間（
９
月
15
日
〜
21
日
）中
に
地
元
の

民
生
委
員
さ
ん
が
訪
問
し
、長
寿
祝
金
を
お
届

け
し
ま
す
。こ
の
期
間
中
、留
守
に
な
る
場
合
は
、

介
護
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課　電

話（
２
８
２
）７
３
４
７

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
者

　
証
の
更
新
月
で
す

　
引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、期
日
ま

で
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、現
況
届
を

●
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す

　
現
況
届
は
、受
給
者
の
前
年
の
所
得
や
養
育
の

状
況
な
ど
を
調
査
し
、引
き
続
き
手
当
を
受
給

す
る
た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

　

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、現
況
届
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、受
給
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期　
日　
８
月
31
日（
木
）ま
で

提
出
先　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

平成29年 8月号

●
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
無
料
配
布

　
生
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

配
布
期
間　
８
月
１
日（
火
）〜

配
布
場
所　
環
境
課

　
　
　
　
　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

お
知
ら
せ

　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
、次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
和
住
設
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

深
澤 

幸
春 

様（
小
笠
原
）

　
こ
ど
も
見
守
り
隊
用
反
射
タ
ス
キ１

，５
０
０
本

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
図
書
館
の
資
料
購
入
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

渡
邊 

正
志 

様（
小
笠
原
）

図
書
カ
ー
ド　
３
０
，０
０
０
円
分

　
教
育
振
興
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次
の
方
か

ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
谷
川 

た
け
よ 

様（
東
京
都
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円

　
図
書
活
動
の
推
進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次

の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尾
﨑 

昭
代 

様（
あ
や
め
が
丘
）　 

図
書　
22
冊

●
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

　
受
付
が
今
月
で
終
了
し
ま
す
。市
か
ら
申
請

書
が
届
い
た
方
は
、早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
28
年
分
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

※

た
だ
し
、次
の
方
を
除
き
ま
す
。

・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
受
給
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
受
給
者

支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円

申
請
期
限　
８
月
28
日（
月
）

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

●
８
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
２
日
、９
日
、16
日
、23
日
、30
日（
各

　
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま

　
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
８
月
は
２
回
開
催
し
ま
す

実
施
日　
８
月
10
日（
木
）、15
日（
火
）

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　
　
　
　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
10
日　
旧
若
草
支
所
駐
車
場

　
　
　
　
15
日　
本
庁
舎
東
側
駐
車
場

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
再
審
査
を
行

な
い
ま
す
の
で
、現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期　
日　
８
月
17
日（
木
）ま
で

提
出
先　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



　

の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
の
補
助
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、建
築
住
宅
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課電

話（
２
８
２
）６
３
９
７

●
気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

　
気
象
警
報
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　
気
象
庁
で
は
、平
成
29
年
出
水
期
か
ら
、気
象

警
報
の
４
つ
の
改
善
を
行
な
い
ま
す
。

①
５
日
先
ま
で
の
大
雨
警
報
等
の
発
表
の
可
能

　
性
を﹇
高
﹈﹇
中
﹈の
２
段
階
で
提
供
し
ま
す
。

②
警
報・注
意
報
の
発
表
時
に
、最
大
24
時
間
先

　
ま
で
の
危
険
度
の
予
想
を
色
分
け
表
示
し
て

　
提
供
し
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
大
雨・洪
水
警
報
等
の
発
表
基
準
に

　
用
い
て
き
た
雨
量
に
代
え
て
、災
害
発
生
と
の

　
結
び
つ
き
が
強
い「
指
数
」（
土
壌
雨
量
指
数
、

　
表
面
雨
量
指
数
、流
域
雨
量
指
数
）を
用
い
る

　
よ
う
に
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、よ
り
的
確
な

　
警
報･

注
意
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
大
雨・洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、ど

　
こ
で
実
際
に
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
を

　
地
図
上
に
色
分
け
表
示
し
ま
す
。

※

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
気
象
台

電
話（
２
２
２
）９
１
０
１

　
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

加
入
対
象
者

○
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

　
て
い
る
方
。

○
国
民
年
金
に
任
意
加
入
の
60
歳
〜
65
歳
未
満

　
の
方
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
国
民
年
金
基
金

電
話
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

●
リ
ニ
ア
代
替
地
情
報
提
供
の
お
願
い

　
県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
で
は
、代
替
地
情
報
の

収
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
に
よ
り
土
地
を
提

供
い
た
だ
く
方
が
代
替
地
を
希
望
す
る
場
合
に
、

県
が
行
な
う
用
地
交
渉
の
中
で
代
替
地
情
報
の

提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。代
替
地
情
報
の
提
供
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、県
リ
ニ
ア
用
地
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
土
地　
境
界
や
所
有
権
な
ど
で
争
い
の
な

　
い
土
地
、所
有
権
以
外
の
権
利（
抵
当
権
や
借

●
国
民
年
金
基
金
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
の
方
々
と
そ
の

ご
家
族
な
ど
が
国
民
年
金
と
セ
ッ
ト
で
加
入
し

て
、掛
金
の
税
優
遇
を
受
け
な
が
ら
積
み
立
て
、

老
後
に
国
民
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
、公
的
な
個
人
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

○
掛
金
の
全
額（
上
限
：
年
額
８
１
．６
万
円
）が

　
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、所
得
税・住
民
税
共
に

　
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年
金
等
控
除
」の
対

　
象
で
、遺
族一時
金
も
非
課
税
で
す
。

主
な
特
徴

○
終
身
年
金
が
基
本
で
、万一の
時
は
ご
遺
族
に

　
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
掛
金
は
加
入
時
の
掛
金
で一定
額
。受
け
取
る

　
年
金
も
一
定
額
で
、加
入
時
に
確
定
し
ま
す
。

○
掛
金
は
、収
入
に
応
じ
て
全
額
の
一
時
停
止

　
や
、２
口
目
以
降
の
減
口
や
増
口
が
可
能
で
無

●
８
月
か
ら
農
地
利
用
状
況
調
査
が

　
始
ま
り
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、毎
年
市
内
農
地
の
利
用

状
況
調
査（
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
〜
10
月
末
に
か
け
て
行
な
い
ま
す
。こ

の
た
め
、農
業
委
員
等
の
調
査
員
が
農
地
へ
立
ち

入
る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
が
、皆
様
の
ご
理
解・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、夏
に
掛
け
て
雑
草
等
に
よ
る
農
地
の
苦

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。除
草
等
の
適
正
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
農
業
委
員
会電

話（
２
８
２
）６
４
３
８

●
花
火
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、子
供
た
ち
は
花
火
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。「
花
火
遊
び
」は
、迷
惑

に
な
ら
な
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。

○
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は
し
な
い
。

○
音
や
煙
が
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
と
時
間
、風

　
向
き
を
選
ぶ
。

○
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
、ル
ー
ル
を
守
って
遊
ぶ
。

○
後
片
付
け
を
し
っ
か
り
行
な
う
。

　

小
さ
な
お
子
様
が
花
火
遊
び
を
す
る
時
は
、

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
よ
う
に
、保
護
者
の
方

か
ら
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
無
料
耐
震
診
断
の
お
知
ら
せ

　
古
い
住
宅
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
戸
数　
20
戸（
先
着
順
）

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅
が
耐
震
診

断
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　
（
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を
行
な
っ

　
た
場
合
も
可
能
で
す
。）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
以

　
下
の
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

　
工
法
は
対
象
外
で
す
。）

③
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建
の
住
宅

④
延
床
面
積
が
３
０
０
㎡（
約
90
坪
）以
下
の
住
宅

⑤
併
用
住
宅
の
場
合
は
、延
床
面
積
の
過
半
が

　
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅

⑥
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、か
つ
居

　
住
し
て
い
る
住
宅

　
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
性
が
劣
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
は
、耐
震
改
修
設
計・耐
震
改
修

●
８
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
２
日
、９
日
、16
日
、23
日
、30
日（
各

　
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
、
栄
養
士
、
助
産
師
に
よ
る

　
相
談
な
ど

※

来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

　
地
権
な
ど
）が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地　

必
要
情
報　
所
在
地
、地
目（
公
簿・現
況
）、地

　
積
、所
有
者
名
義
、土
地
の
状
況（
使
用
状
況・

　
建
物
の
有
無
）、規
制
の
有
無（
市
街
化
調
整

　
区
域
な
ど
）

税
の
特
例　
代
替
地
と
し
て
買
い
取
ら
れ
た
場
合

　
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

　
は
、譲
渡
所
得
特
別
控
除（
限
度
額
１
，５
０
０

　
万
円
）の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

留
意
事
項　
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
土
地
が
必

　
ず
し
も
代
替
地
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で

　
は
な
い
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所

　
電
話　
　
　
　
　
０
５
５（
２
３
４
）５
９
４
７

　
フ
ァッ
ク
ス　
　

  

０
５
５（
２
３
４
）５
９
６
２

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   



●
果
樹
王
国
や
ま
な
し
就
農
支
援
事
業

　
の
対
象
者
募
集

　
市
で
は
、県
や
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、親
族
の
農
業

経
営
に
就
農
し
た
農
家
子
弟
の
方
々
が
新
た
に

農
業
用
機
械
を
リ
ー
ス
方
式
で
導
入
す
る
際
に

支
援
し
ま
す
。

　
事
業
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、要
件
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、必
ず
お
近
く
の
農
務
事
務
所
、市
、

Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
率　
リ
ー
ス
手
数
料
や
消
費
税
等
を
除
い

　
た
農
業
用
機
械
価
格
の
三
分
の
一
以
内

対
象
者　
「
三
親
等
以
内
の
親
族
の
農
業
経
営

　
に
就
農
し
た
農
家
子
弟
で
あ
る
こ
と
」、「
補
助

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
98
弾

　
10
周
年
記
念 

の
ど
自
慢
大
会

　
出
場
者
15
組
募
集

開
催
日　
10
月
15
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
わ
か
く
さ
ホ
ー
ル

資　
格　
市
内
在
住
、在
勤
の
個
人
ま
た
は
グ

　
ル
ー
プ

申　
込　
応
募
用
紙
へ
記
入
し
提
出（
用
紙
は

　
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

締　
切　
８
月
20
日（
日
）

参
加
費　
５
０
０
円

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●〝
彩
り
市
〞出
店
者
募
集

　
野
菜・果
物
、手
作
り
小
物
な
ど
の
出
店
待
っ

て
い
ま
す
。

開
催
日　
９
月
17
日(

日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

玄
関
前
広

　
場（
雨
天
時
は
セ
ン
タ
ー
内
で
開
催
し
ま
す
）

出
店
料　
５
０
０
円（
テ
ン
ト・机
は
持
参
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

　
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

加
入
対
象
者

○
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

　
て
い
る
方
。

○
国
民
年
金
に
任
意
加
入
の
60
歳
〜
65
歳
未
満

　
の
方
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
国
民
年
金
基
金

電
話
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

●
保
育
園・認
定
こ
ど
も
園

　
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　

各
園
の
園
長
や
保
育
士
が
バ
ス
に
同
乗
し
、

保
育
内
容
の
紹
介
等
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
９
月
29
日(

金)

時　
間　
８
時
30
分
〜
17
時（
予
定
）

対　
象　
保
育
士
等
を
目
指
す
養
成
校
学
生
、

　
中
途
採
用
希
望
者
、保
育
士
等
を
目
指
す
高

　
校
生
等

定　
員　
５
ル
ー
ト 

各
15
〜
20
名
程
度

※

見
学
ル
ー
ト
は
山
梨
学
院
短
期
大
学
発
着
予

　
定
で
、見
学
先
は
調
整
中
で
す
。

※

見
学
先
へ
の
就
職
を
斡
旋
す
る
も
の
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

※

申
込
期
間
等
、募
集
の
詳
細
は
８
月
頃
に
県

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

●
甲
西
災
害・防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
区
連
絡
会
主
催

　
親
子
一
緒
に
!!
チ
ャ
レ
ン
ジ
★
防
災

　
〜
ア
ル
フ
ァ
ー
米
の
試
食
と
消
火
器
体
験
〜

開
催
日　
８
月
23
日（
水
）

時　
間　
14
時
〜
15
時

場　
所　
甲
西
児
童
館

対　
象　
こ
ど
も
、ま
た
は
親
子

申
込・お
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話（
２
８
３
）４
１
２
１

参
加
数　
50
園
程
度（
最
大
55
園
）

※

保
育
士
だ
け
で
は
な
く
、栄
養
士
資
格
取
得

　
（
見
込
）者
、看
護
師
等
も
対
象
で
す
。

※

各
ブ
ー
ス
で
の
採
用
面
接
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
期
間
等
、募
集
の
詳
細
は
８
月
頃
に
県

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
／
県
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
２
３
）１
４
５
６

　

国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
の
方
々
と
そ
の

ご
家
族
な
ど
が
国
民
年
金
と
セ
ッ
ト
で
加
入
し

て
、掛
金
の
税
優
遇
を
受
け
な
が
ら
積
み
立
て
、

老
後
に
国
民
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
、公
的
な
個
人
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

○
掛
金
の
全
額（
上
限
：
年
額
８
１
．６
万
円
）が

　
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、所
得
税・住
民
税
共
に

　
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年
金
等
控
除
」の
対

　
象
で
、遺
族一時
金
も
非
課
税
で
す
。

主
な
特
徴

○
終
身
年
金
が
基
本
で
、万一の
時
は
ご
遺
族
に

　
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
掛
金
は
加
入
時
の
掛
金
で一定
額
。受
け
取
る

　
年
金
も
一
定
額
で
、加
入
時
に
確
定
し
ま
す
。

○
掛
金
は
、収
入
に
応
じ
て
全
額
の
一
時
停
止

　
や
、２
口
目
以
降
の
減
口
や
増
口
が
可
能
で
無

募　
　

集

●
南
ア
ル
プ
ス
市
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
参
加
企
業
の
募
集

　
求
職
者・求
人
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
就
職
イ
ベ

ン
ト「
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」の
参
加
企
業
を
募
集
し

ま
す
。求
人
企
業
の
会
社
説
明
会・面
接
会
、適
職

相
談
会
、マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
10
月
６
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

募
集
数　
30
社（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申　
込　
観
光
商
工
課
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

　
フ
ァッ
ク
ス
に
て
８
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。申
込
書
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

　
票
の
添
付
が
必
要
で
す
。

●
申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
２
７
９

●
調
理
補
助
講
習
会

　
（
食
品
衛
生
責
任
者
資
格
取
得
）

　
高
齢
者
の
食
事
作
り
を
学
び
、資
格
を
取
得

し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
６
日
、７
日
、12
日
、13
日

時　
間　
10
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
健
康
セ
ン
タ
ー

定　
員　
15
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
講
料　
無
料

締　
切　
８
月
８
日（
火
）

要　
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以

　
上
の
方（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
登
録

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込・お
問
合
せ
／

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話（
２
２
８
）８
３
８
３

●
保
育
士
等
就
職
フ
ェ
ア

　
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
の
紹
介・就
職
相
談・

実
習
先
を
選
ぶ
際
に
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供

を
行
な
い
ま
す
。経
験
年
数
１
〜
５
年
目
等
の
現

職
保
育
士
に
よ
る
経
験
談
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　
９
月
30
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
17
時（
予
定
）

場　
所　
山
梨
学
院
短
期
大
学
校
舎

対　
象　
保
育
士
等
を
目
指
す
養
成
校
学
生
、中

　
途
採
用
希
望
者
、保
育
士
等
を
目
指
す
高
校
生
等

　
金
交
付
申
請
ま
で
に
認
定
新
規
就
農
者
ま
た

　
は
認
定
農
業
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」、「
農
地

　
中
間
管
理
機
構
か
ら
所
定
の
面
積
の
農
地
を

　
借
り
、今
後
も
規
模
拡
大
し
て
い
く
計
画
を
立

　
て
て
い
る
こ
と
」な
ど

対
象
機
械　
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ト
ラ

　
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
専
用
の
機
械

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課電

話（
２
８
２
）６
２
０
７

－３－

  
   

募
集

  

せ
ら
知
お

   
  

   



●
機
能
別
消
防
団
員
ラ
ッ
パ
隊
の

　
隊
員
募
集

　
市
消
防
団
で
は
、機
能
別
消
防
団
員
ラ
ッ
パ
隊

の
発
足
準
備
に
あ
た
り
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
機
能
別
消
防
団
員
ラ
ッ
パ
隊
の
活
動
は
、通
常

の
消
防
団
員
が
行
な
う
火
災
現
場
で
の
活
動
や

訓
練
、災
害
時
の
対
応
等
は
行
な
わ
ず
、消
防
団

式
典
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
の
吹
鳴
お
よ
び
定
期
練

習
の
み
と
な
り
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締　
切　
９
月
８
日（
金
）

資　
格　
18
歳
以
上
で
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
、

　
も
し
く
は
市
内
に
お
勤
め
の
方
、性
別
は
問
い

　
ま
せ
ん
。

内　
容　
消
防
団
式
典
時
の
ラ
ッ
パ
の
吹
鳴
、

　
定
期
練
習

貸
与
品　
制
服
、ラ
ッ
パ

待　
遇　
年
額
報
酬
が
あ
り
ま
す

申
込・お
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

●
平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

受
講
対
象
者　

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
の
う
ち
、危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
前
回
の
受
講
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の
４
月

　
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講

②
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ

　
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講

③
免
状
交
付
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日

　
か
ら
３
年
以
内
に
受
講

講
習
の
種
別

　
給
油
取
扱
所
講
習（
午
前
）

　
そ
の
他
講
習（
午
後
）

講
習
日
お
よ
び
会
場

　
９
月
26
日（
火
）山
梨
県
自
治
会
館

　
９
月
27
日（
水
）富
士
吉
田
市
民
会
館

　
９
月
28
日（
木
）山
梨
市
民
会
館

　
９
月
29
日（
金
）桃
源
文
化
会
館

受
付
期
間

　
８
月
21
日（
月
）〜
８
月
25
日（
金
）

　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

受
付
場
所

　
県
内
各
消
防
本
部
、山
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

申
請
に
必
要
な
書
類
等

　

受
講
申
請
書
、受
講
手
数
料
４
，７
０
０
円
、

　
危
険
物
取
扱
者
免
状

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
会

開
催
日　
８
月
17
日（
木
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場　
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

　
　
　
　
ね
ん
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※

事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

　
に
相
談
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　電

話（
２
８
２
）７
２
４
８

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
等
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
か
ら
守
り
、支
援
す

る
制
度
で
す
。

開
催
日 

８
月
18
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

●
こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
と
は
60
歳
以
上
の
方
々

で
、地
域
づ
く
り
等
に
貢
献
す
る
活
動
を
実
施
し

て
い
る
方
や
グ
ル
ー
プ
を
認
定
す
る
制
度
で
す
。

認
定
さ
れ
た
こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
は
市
町
村
や
各

種
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
、特
技
を
活
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
分
野　
手
品
、腹
話
術
、浪
曲
、レ
ク
リ
エ

　
ー
シ
ョ
ン
指
導
、日
本
舞
踊
、尺
八
、大
正
琴
、

　
コ
ー
ラ
ス
、社
交
ダ
ン
ス
等

推
薦
期
限　
８
月
31
日（
木
）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
４
７

開
催
日　
８
月
20
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

無
料
法
律
相
談

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・８
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
８
月
18
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

無
料
相
談

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

開
催
日　
８
月
17
日（
木
）

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

開
催
日　
８
月
17
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・８
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
８
月
25
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
８
月
16
日（
水
）（
要
予
約
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

－４－

談
相
料
無

募
集



●
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
7

対　
象　
市
内
設
置
の
緑
の
カ
ー
テ
ン

部　
門　
家
庭
、店
舗・事
業
所
、公
共
施
設

締　
切　
９
月
15
日（
金
）

参
加
賞　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
翌
年
に
は
、

　
琉
球
ア
サ
ガ
オ
の
苗
も
進
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
写
真
を
添
付
し
メ
ー

　
ル
、郵
送
ま
た
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
み
ど
り
自
然
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き

　
ま
す
。詳
し
く
は
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
少
し
短
め
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
ス
ポ
ン
ジ
の
付
い
た

シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
い
ま
す
。ス
マ
ッ
シ
ュ
禁
止
。

１
チ
ー
ム
３
人
構
成
。幅
広
い
年
齢
層
で
楽
し
め

ま
す
。申
し
込
み
不
要
で
す
。

開
催
日　
８
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

開
催
日　
８
月
23
日（
水
）、30
日（
水
） 

全
２
回

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分　

場　
所　
働
く
婦
人
の
家

受
講
料　
１
，０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
10
名

②
特
別
展
望
日「
伝
統
的
七
夕
・
夏
の
星
座
を

　
観
る
会
」

　
８
月
28
日
は
旧
暦
の
七
夕
で
す
。

開
催
日　
８
月
28
日（
月
）

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

③「
大
人
の
た
め
の
陶
芸
教
室
」

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
９
月
３
日（
日
）、24
日（
日
）、

　
　
　
　
10
月
１
日（
日
） 

全
３
回

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
八
田
陶
芸
教
室（
す
ぱ
ー
く
八
田
内
）

受
講
料　
１
，１
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

④
自
主
企
画
講
座「
ほ
ぐ
し
て
、ゆ
が
み
直
し
教
室
」

　
肩
こ
り
や
足
腰
の
痛
み
な
ど
の
不
調
を
ス
ト

レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
し
て
ゆ
る
め
る
と
同
時
に
、骨
格

と
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
直
し
、正
し
い
姿
勢
に
整
え

ま
す
。

開
催
日　
９
月
７
日（
木
）、14
日（
木
） 

全
２
回

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
働
く
婦
人
の
家

受
講
料　
無
料

定　
員　
20
名

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
８
月
１
日（
火
）〜
９
日（
水
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

①
自
主
企
画
教
室「
お
灸
で
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室
」

　
お
灸
を
使
っ
て
、身
体
の
痛
み
や
不
調
を
改
善

す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
生
涯
学
習
講
座

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
C
S
W
）が
毎
月
各

地
区
に
出
張
し
、相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
！
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
15
日（
火
）

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
働
く
婦
人
の
家（
吉
田
７
５
３ｰ

１
）

※

相
談
会
以
外
で
も
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／

　
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
４
）７
８
３
０

※

講
座
の
詳
細
は
、各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯
学

　
習
講
座「
平
成
29
年
度
上
半
期
版
」の
チ
ラ
シ

　
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
や
ま
び
こ
の
会 

映
画
上
映
会

　
昨
年
12
月
に
上
映
し
ま
し
た「
毎
日
が
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
」の
続
編
、「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

２
」の
上
映
会
を
行
な
い
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
開
演（
13
時
開
場
）

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
２
」上
映

※

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。配
布
は
８
月

　
７
日(
月)
か
ら
、や
ま
び
こ
の
会
、介
護
福
祉

　
課
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
な
い
ま

　
す
。お
一
人
３
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
介
護
福
祉
課　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
８
月
16
日（
水
）（
要
予
約
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 
名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
８
月
21
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
８
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

時　
間　
14
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

－５－

ト
ン
ベ
イ

談
相
料
無



●
市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　
８
月
27
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時　
　

場　
所　
市
立
美
術
館
前
庭

出　
演　
巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

参
加
費　
無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
対
象
事
業

　
「
手
づ
く
り
お
う
ち
ご
は
ん

　
〜
和
食
編
〜
」料
理
教
室

　
調
理
の
基
礎
を
学
ん
で
大
切
な
人
が
笑
顔
に

な
っ
ち
ゃ
う
お
う
ち
ご
は
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
無
料
で
す
！

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
13
時（
受
付
９
時
40
分
〜
）

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

対　
象　
10
代
か
ら
40
代
の
方

定　
員　
20
名

締　
切　
８
月
18
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

　
県
民
の
森
の
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
、自
然

を
使
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
よ
う
。

開
催
日　
８
月
11
日（
金
）〜
16
日（
水
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
現
地
に
て
随
時

定　
員　
な
し

参
加
費　
無
料

　
見
頃
を
迎
え
た
流
れ
星
と
夏
の
星
座
を
解
説

付
き
で
楽
し
め
ま
す
。

開
催
日　
８
月
12
日（
土
）

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
電
話
に
て
受
付

●
森
林
科
学
館
教
室
案
内

ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
察
会

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館 

　
も
の
づ
く
り
教
室

定　
員　
な
し

参
加
費　
５
０
０
円

　
櫛
形
山
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
南
伊
奈
ヶ
湖
で

カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
ま
す
。

開
催
日　
８
月
19
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
南
伊
奈
ヶ
湖

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
20
名（
身
長
１
１
０㎝
以
上
の
方
）

参
加
費　
５
０
０
円

カ
ヌ
ー
教
室

　
静
か
な
湖
畔
で
森
林
浴
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

体
験
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
８
月
９
日（
水
）か
ら
電
話
に
て
受
付

定　
員　
15
名

参
加
費　
５
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／

（
土・日・祝
日
）森
林
科
学
館

電
話（
２
８
３
）５
７
１
８

（
平
日
）観
光
商
工
課　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

森
林
ヨ
ガ

申　
込　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま

　
す
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
産
藍
葉
を
使
っ
た
百
年
ぶ
り

の
染
料
で
、ハ
ン
カ
チ
の
藍
建
て
染
め
体
験
が
で

き
ま
す
。

貴
重
！
本
藍
染
め
体
験

●
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
日　
８
月
20
日（
日
）

時　
間　
14
時
〜
16
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

題　
名　

｢

夏
の
庭 ―

 The Friends ―
｣

　
（
対
象 

小
学
校
高
学
年
〜
大
人
）　

申　
込　
不
要（
参
加
無
料
）

夏
の
映
画
鑑
賞
会

開
催
日　
９
月
３
日（
日
）

時　
間　
14
時
〜
15
時
50
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

題　
名　

｢

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ｣ 　

申　
込　
不
要（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
２
８
６

　
中
央
図
書
館　
　
　
電
話（
２
８
０
）３
３
０
０

子
ど
も
映
画
鑑
賞
会

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　
市
民
活
動
の
企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、交
流

連
携
を
す
す
め
る
情
報
交
換
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　
８
月
８
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
宜 

s
a
w
a
n
o
b
o
r
i

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　
古
墳
時
代
の
本
物
の
ま
が
玉
を
間
近
で
学
ん

で
、実
際
に
作
っ
て
み
よ
う
。

開
催
日　
８
月
７
日（
月
）、14
日（
月
）

時　
間　
14
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場　
所　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

定　
員　
各
回
18
名

参
加
費　
３
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

電
話（
２
８
２
）７
４
０
８

ま
が
玉
づ
く
り
体
験

●
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

　
救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）、10
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
く
ろ
が
ね
や
ス
ー
パ
ー
デ
ポ
南
ア
ル

　
プ
ス
店
駐
車
場（
在
家
塚
５
６
５
）

内　
容　
心
肺
蘇
生
法・応
急
手
当
実
演
指
導
等

※

全
国
ど
ぐ
キ
ャ
ラ
の
グ
ラ
ン
プ
リ「
ラ
ヴ
ィ

　
ち
ゃ
ん
」も
参
加
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
課　
　
　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
１
４

開
催
日　
８
月
の
毎
週
水・金
曜
日（
11
日
と
16

　
日
を
除
く
）

時　
間　
14
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場　
所　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

定　
員　
各
回
５
名

参
加
費　
４
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て
も
良
い
格
好
。

講　
師　
佐
藤
文
昭
先
生（
県
立
大
学
）

－６－

ト
ン
ベ
イ



●「
陸
上
自
衛
隊
」第
１
音
楽
隊
演
奏
会

開
催
日　
９
月
23
日（
土
）

時　
間　
開
演
14
時（
開
場
13
時
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館　
桃
源
ホ
ー
ル

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
第
６
回「
加
賀
美
の
寺
子
屋
」体
験
塾

　
夏
休
み
の
１
日
、静
か
な
寺
の
本
堂
で
座
禅
の

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
８
月
20
日（
日
）

時　
間　
９
時
30
分
〜
14
時
40
分

場　
所　
加
賀
美
山
法
善
護
国
寺（
加
賀
美
３
５
０
９
）

内　
容　
や
さ
し
い「
座
禅
」体
験
教
室
、「
宝
物

　
殿
」見
学
会
、「
境
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」大
会
等

対　
象　
小
中
学
生
お
よ
び
父
兄

参
加
費　
小
中
学
生
無
料
、大
人 

５
０
０
円

※

昼
食（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）付
き

申　
込　
８
月
10
日（
木
）ま
で（
定
員
に
な
り
次

　
第
、締
め
切
り
ま
す
。）

お
問
合
せ
／
竹
の
子
の
会 
事
務
局 
小
堀

電
話
０
９
０（
９
０
１
３
）４
５
０
７

　
市
民
活
動
の
企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、交
流

連
携
を
す
す
め
る
情
報
交
換
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　
８
月
８
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
宜 

s
a
w
a
n
o
b
o
r
i

●
甲
斐
ス
ポ
道
場 

第
４
弾 

　
元
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
コ
ー

チ
永
井
裕
樹
に
よ
る
サ
ー
キ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
で
色

ん
な
動
作
で
身
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！

開
催
日　
８
月
５
日（
土
）

※

８
月
２
日(

水)

ま
で
に
申
込
が
必
要
で
す

時　
間　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分（
受
付
９
時
〜
）

場　
所　
白
根
Ｂ
＆
Ｇ　
体
育
館

対　
象　
未
就
学
児
〜
小
学
６
年
生（
未
就
学

　
児
は
保
護
者
参
加
で
お
願
い
し
ま
す
）

参
加
費　
５
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
込
み
）

申
込・お
問
合
せ
／
甲
斐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

　
齋
藤　
　
　
　
　
　
電
話（
２
６
０
）８
８
７
７

●
大
正
琴 

無
料
体
験
会

開
催
日　
８
月
27
日（
日
）

時　
間　
13
時
45
分
〜
15
時
45
分

場　
所　
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

定　
員　
５
名

持
ち
物　
大
正
琴（
無
料
貸
出
も
あ
り
ま
す
。）

申
込・お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴 

早
乙
女

電
話
０
９
０（
２
７
５
２
）３
８
３
６

●
森
の
劇
場 

野
外
劇
上
演

　
狐
と
カ
ッ
パ
の
物
語
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
で
す
。

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）、10
日（
日
）

時　
間　
16
時
30
分
開
演

場　
所　
木
ノ
国
サ
イ
ト
特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ

参
加
費　
３
〜
６
歳 

５
０
０
円
、
小
中
高 

１
，

０
０
０
円
、
大
人 

２
，０
０
０
円（
要
予
約
）

申
込・お
問
合
せ
／
深
澤

電
話
０
９
０（
５
１
９
１
）１
０
９
１

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
6月  7日 老朽管更新事業重要路線耐震化工事（１工区） 六科地内 カネト工業㈱若草支店 26,136,000
6月  7日 飯野新田配水池建設工事詳細設計業務委託 飯野新田地内 オリジナル設計㈱ 11,772,000
6月28日 駒場浄水場系管路更新工事（１－３工区） 有野地内 ㈱清水商事 24,192,000
6月28日 駒場浄水場系管路更新工事（１－１工区） 有野地内 ㈲新津工業 23,868,000
6月28日 駒場浄水場系管路更新工事（１－５工区） 有野地内 ㈱栄進設備工業 27,540,000
6月28日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（十五所１工区） 十五所地内 ㈲東設備 6,048,000
6月28日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西南湖２工区） 西南湖地内 ㈲甲西管工 8,337,600
6月28日 消火栓新設工事（百々工区） 百々地内 ㈲江藤工業所 1,382,400
6月28日 消火栓新設工事（桃園工区） 桃園地内 ㈲江藤工業所 1,360,800
6月28日 民地内撤去に伴う配水管布設工事（十日市場工区） 十日市場地内 ㈲鈴木設備工業 2,883,600
6月28日 高尾浄水場系送水管布設箇所舗装本復旧工事（第１期） 高尾地内 ㈱輪田道路 16,588,800
6月28日 御勅使川水源（表流水）流量観測業務委託 駒場地内 ㈱日水コン山梨事務所 2,160,000

6 月 の 入 札 結 果

●
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

　
２
０
１
７ 

〜
お
も
か
げ
色
の
空
〜

　
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ト
ー
ク
で
お
贈
り
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
お
見
逃
し
な
く
！

開
催
日　
11
月
19
日（
日
）

時　
間　
開
演
17
時（
開
場
16
時
30
分
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館　
桃
源
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　
８
月
５
日（
土
）10
時
〜

入
場
料　
６
，０
０
０
円（
全
席
指
定
）

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話（
２
８
４
）３
４
１
１

●
第
４
回
湧
暇
李
市

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
８
月
19
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜
20
時

場　
所　
湧
暇
李
の
里 

樹
園

出　
店　
各
種
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品・各
種
食
品・

　
輪
投
げ
等（
予
定
）

お
問
合
せ
／
樹
園　
電
話（
２
８
５
）４
１
３
１

講　
師　
佐
藤
文
昭
先
生（
県
立
大
学
）

　
市
内
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
夢
浪
漫
の「
ふ
れ
あ
い

ラ
イ
ブ
〜
戦
前・戦
後
流
行
歌
の
あ
ゆ
み
〜
」。音

楽
を
楽
し
み
な
が
ら
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
も
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
日　
８
月
29
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容　
夢
浪
漫
ラ
イ
ブ
、交
流
会

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

と
き
ど
き
カ
フ
ェ
R 

〜
リ
タ
ー
ン
ズ
〜

開
催
日　
８
月
15
日（
火
）

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）　

内　
容　
演
奏・談
話
会・喫
茶

主　
催　
さ
と
や
ま
ダ
モ
ー
レ

第
26
回
さ
ら
り
と
音
楽
談
義 

〜
日
本
と
音
楽
〜

整
理
券
配
布　
８
月
３
日（
木
）９
時
〜

　

桃
源
文
化
会
館
事
務
室
・
市
役
所
本
庁
舎
・

　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
開
始

※

整
理
券
配
布
は
１
人
２
枚
ま
で
。

※

入
場
に
は
１
人
１
枚
の
整
理
券
が
必
要
で
す
。

－７－

ト
ン
ベ
イ

ら
か
民
市

果
結
札
入



6 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
6月  1日 小笠原小学校他４校清掃業務委託 市内 ㈲信栄 2,707,236
6月  1日 若草南小学校他４校清掃業務委託 市内 ㈱クリアビルサービス 2,589,894
6月  1日 八田小学校他５校清掃業務委託 市内 ㈲快適工房 2,267,665
6月  1日 白根飯野小学校他５校清掃業務委託 市内 ㈲快適工房 2,500,513
6月  1日 櫛形生涯学習センター館内清掃業務委託 小笠原地内 エムテクト 539,416
6月  1日 南アルプス山麓サマーフェスティバル2017に係る会場設営業務委託 桃園地内 ㈱中通 甲府営業所 2,149,200
6月  1日 長衛小屋発電機購入 芦安芦倉地内 ナカゴミ㈱ 680,400
6月  1日 デジタル印刷機リース（白根飯野小学校） 飯野地内 アルプス事務機㈲ 南アルプス支店 729,000
6月  1日 公用車リース（櫛形中学校） 小笠原地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 140,940
6月  1日 【6月26日議会議決】 化学消防ポンプ自動車Ⅰ型購入 十五所地内 東八防災㈱ 63,949,050
6月  5日 小笠原小学校屋内運動場非構造部材耐震補強工事 小笠原地内 ㈱野中工務店 8,575,200
6月  5日 若草１号線薄層舗装設置工事 寺部地内 ㈱ニッコー保安施設 1,771,200
6月  5日 チロル学園屋根等改修工事設計監理業務委託 芦安芦倉地内 斉藤建築設計事務所 1,161,000
6月  5日 甲西保健福祉センター改修工事設計業務委託 古市場地内 一級建築士事務所 創設計 3,726,000
6月  5日 櫛形健康センター改修工事設計業務委託 桃園地内 斉藤建築設計事務所 3,132,000
6月  5日 八田支所庁舎他解体工事設計業務委託 野牛島地内 ㈱土谷設計事務所 3,218,400
6月  5日 芦安交流促進センター改修工事設計監理業務委託 芦安安通地内 ㈱馬場設計 1,771,200
6月  5日 ふるさと文化伝承館改修工事設計業務委託 野牛島地内 カサイ住建一級建築士事務所 6,804,000
6月  5日 若草健康センター改修工事設計業務委託 鏡中條地内 一級建築士事務所 創設計 2,970,000
6月  5日 公共下水道管渠実施設計・地質調査業務委託（吉田工区） 吉田地内 ㈱コーセツコンサルタント 26,460,000
6月  5日 公共下水道管渠実施設計・地質調査業務委託（桃園工区） 桃園地内 ㈱東洋設計事務所 21,492,000
6月  5日 飯野地内水路改修測量設計業務委託 飯野地内 ㈱浪速技研コンサルタント 2,916,000
6月  5日 橋北８号線詳細設計業務委託 小笠原地内 ㈱フジ・フロンテ 4,838,400
6月  5日 若草１号線用地測量業務委託 寺部地内 ㈱エスイー企画 686,880
6月  5日 若草１号線物件調査業務委託 寺部地内 ㈱ケイ・データエンジニア 918,000
6月12日 櫛形北小学校校舎非構造部材耐震補強工事 桃園地内 ㈲野田ホーム 39,204,000
6月22日 学校環境衛生検査業務委託 市内 中央環境理研㈱ 1,603,800
6月22日 平成29年度自動車騒音常時監視業務委託 市内 ㈱環境計量センター 2,268,000
6月22日 平成29年度事業所排水水質調査業務委託 市内 ㈱環境計量センター 1,452,600
6月22日 平成29年度河川・地下水水質調査業務委託 市内 ㈱山梨環境科学検査センター 2,916,000
6月22日 甲西支所庁舎清掃業務委託 鮎沢地内 ㈲快適工房 591,937
6月22日 公用車リース（議会事務局） 小笠原地内 ㈱ユニオックス 334,368
6月22日 公用車リース（下水道課） 飯野地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 120,960
6月22日 公用車リース（市立学校給食センター） 市内 ㈱トヨタレンタリース山梨 285,120
6月22日 公用車リース（教育総務課) 鮎沢地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 241,920
6月22日 白根巨摩中図書室木製閲覧椅子購入 飯野地内 ㈱正文堂 949,320
6月26日 芦安健康管理センター改修工事 芦安芦倉地内 ㈲磯野建設 55,296,000
6月26日 落合小学校屋内運動場改築工事（電気設備工事） 落合地内 ㈲加賀美電工 39,819,600
6月26日 公共下水道管渠布設工事（西南湖２工区） 西南湖地内 ㈱塩澤建設 28,620,000
6月26日 道路整備課分室新築工事 小笠原地内 ㈲小林建築所 27,853,200
6月26日 小笠原小学校校舎非構造部材耐震補強工事 小笠原地内 ㈱野中工務店 19,872,000
6月26日 櫛形北小学校講堂非構造部材耐震補強工事 桃園地内 ㈲野田ホーム 20,736,000
6月26日 櫛形西小学校非構造部材耐震補強工事 上市之瀬地内 ㈱秀和工務店 15,930,000
6月26日 若草小学校非構造部材耐震補強工事 寺部地内 ㈱相澤建設 21,816,000
6月26日 若草中学校非構造部材耐震補強工事 加賀美地内 ㈱上野工務所 10,443,600
6月26日 白根東小学校非構造部材耐震補強工事 西野地内 ㈲岡田工建 19,224,000
6月26日 白根源小学校非構造部材耐震補強工事 有野地内 ㈲岡田工建 13,359,600
6月26日 芦安小学校非構造部材耐震補強工事 芦安安通地内 ㈱秀和工務店 6,318,000
6月26日 南湖小学校校舎トイレ洋式化改修工事（第２期工事） 西南湖地内 ㈲ホームライフアキ・ジ 3,240,000
6月26日 落合小学校屋内運動場改築工事（機械設備工事） 落合地内 ㈲ケーシー金丸工務店 13,230,000
6月26日 南アルプス市健康福祉センター駐車場用地測量調査業務委託 飯野地内 ㈲風間測量 3,477,600
6月26日 巨摩保育所改修工事設計業務委託 飯野地内 (同)Ｋ＆Ｋ都市建築設計事務所 9,687,600
6月26日 白根保育所改修工事設計業務委託 飯野地内 笹本建築設計事務所 6,480,000
6月26日 櫛形北地区農村環境改善センター耐震診断業務委託 桃園地内 齊藤建築設計事務所 2,980,800
5月15日 【6月26日議会議決】落合小学校屋内運動場改築工事（建築主体・外構工事） 落合地内 三井建設工業・市川工務店・磯野建設ＪＶ 327,240,000
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